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か
ん
む
り
が
取
れ
て
官
僚
の
官
に
な
っ

た
」
が
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

民
主
党
代
表
選
討
論
会
（
９
・
２
）
の

方
は
、
代
表
質
問
チ
ー
ム
が
小
沢
一
郎
氏

に
対
し
、普
天
間
基
地
、財
政
・
消
費
税
、

さ
ら
に
憲
法
75
条
（「
国
務
大
臣
は
、
そ

の
在
任
中
、
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
が
な

け
れ
ば
、
訴
追
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ

れ
が
た
め
、
訴
追
の
権
利
は
、
害
さ
れ
な

い
」）
な
ど
の
問
題
を
鋭
く
追
及
し
た
。

山
田
孝
男
毎
日
新
聞
政
治
部
専
門
編
集
委

員
が
「
会
報
」
で
い
み
じ
く
も
記
し
た
よ

う
に
、小
沢
氏
も「『
剛
腕
』な
ら
で
は
の
妙

案
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
、
そ
ん
な
も
の

は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
菅
直
人
首
相

の
頼
り
な
さ
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
」。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
討
論
は
、
ど
れ

ほ
ど
の
判
断
材
料
を
国
民
に
与
え
、
国
民

を
啓
発
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
政
治

の
混
沌
を
見
る
に
つ
け
、
そ
し
て
、
日
本

の
外
交
の
散
乱
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
に
つ

け
、
こ
う
い
う
時
代
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
役
割
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え

込
ん
で
し
ま
う
。

　

ダ
メ
な
現
状
を
ダ
メ
だ
、
ダ
メ
だ
、
と

書
く
こ
と
だ
け
が
役
割
で
は
な
い
は
ず

だ
。
し
か
し
、
ど
こ
が
ダ
メ
か
と
書
く
こ

と
が
い
ま
は
一
番
必
要
な
こ
と
か
も
し
れ

な
い
…
…
。
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
脱

力
感
に
囚
わ
れ
る
こ
の
年
の
瀬
で
あ
る
。

（
朝
日
新
聞
社
主
筆
）

し
、
進
化
す
る
こ
と
だ
」

　

何
の
変
哲
も
な
い
返
答
だ
け
に
、
か
え

っ
て
現
実
味
が
あ
っ
た
。

　

参
院
選
９
党
党
首
討
論
会
と
民
主
党
代

表
選
討
論
会
に
も
触
れ
て
お
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　

９
党
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
党
首
討
論
会

は
、
２
時
間
で
９
党
の
交
通
整
理
を
無
事

こ
な
し
、
参
院
選
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
役
割

を
果
た
し
た
。
み
ん
な
の
党
の
渡
辺
喜
美

代
表
の
一
言
「
菅
さ
ん
は
草
の
根
の
く
さ

当
時
の
事
情
や
裏
話
を
聞
い
た
。

　
「
地
域
深
考
」（
８
回
）
は
、
地
方
の
元

気
印
の
首
長
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
招
き「
さ

さ
や
か
成
長
」「
手
作
り
成
長
」
の
現
場

の
試
み
と
息
吹
を
す
く
い
上
げ
た
。

　

今
年
も
ま
た
大
荒
れ
。
大
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
交
っ
た
一
年
だ
っ
た
。
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
行
事
も
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
。

　

企
画
回
数
は
１
４
０
回
。昼
食
会
20
回
、

記
者
会
見
53
回
、
研
究
会
56
回
、
囲
む
会

��
回
で
あ
る
。（
�2
・
３
現
在
）

　

出
席
者
の
多
か
っ
た
会
見
を
上
か
ら
挙

げ
れ
ば
、
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
サ
パ
テ
ロ
・

ス
ペ
イ
ン
首
相
、
丹
羽
宇
一
郎
新
駐
中
国

大
使
、
白
川
方
明
日
本
銀
行
総
裁
、
岡
田

克
也
外
相
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
ロ
ビ
ッ
ツ
米

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
共
同
設

立
者
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
米

元
国
務
副
長
官
、
宮
本
雄
二
前
駐
中
国
大

使
、
程
永
華
駐
日
中
国
大
使
な
ど
。

　

研
究
会
で
は
、「
消
費
税
は
な
ぜ
嫌
わ

れ
る
の
か
？
」（
５
回
）
を
立
ち
上
げ
た
。

村
山
富
市
元
首
相
、
成
田
憲
彦
元
首
相
秘

書
官
、
野
田
毅
自
民
党
税
調
会
長
な
ど
、

消
費
税
に
直
接
、関
わ
っ
た
方
々
を
招
き
、

混
沌
た
る
時
代

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
と
は

2010年行事回顧

　
「
世
界
の
新
聞
・
メ
デ
ィ
ア
」（
�0
回
）

研
究
会
に
登
場
し
た
ク
ロ
ビ
ッ
ツ
氏

は
、
米
経
済
紙
「
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
元
発
行
人
で
あ

る
。
課
金
サ
ー
ビ
ス
を
代
行
す
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
設
立
し
た
。

　

新
聞
は
ど
う
や
っ
て
持
続
可
能
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
け
ば
い
い
の
か
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
の
独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
、
無
料
と
有
料
と
コ
ン
テ
ン

ツ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
だ
」

　

紙
媒
体
の
方
は
ど
う
な
る
の
か
。
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
「
紙
の
将
来
に
は
楽
観
的
だ
。
条
件

が
一
つ
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
適
応

企
画
委
員
長　

船
橋　

洋
一

公示２日前に開催した「９党党首に聞く」（6. 22）
１度に９党党首がそろったのは初めて

http://www.jnpc.or.jp
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2010. 12. 10　No. 490 お薦めの本

に残った　　冊3

２０１０年

　年末恒例の『本』企画です。ことしは「はやぶさ」、
ノーベル化学賞ダブル受賞などでサイエンスにも注
目が集まった１年でした。そこで各社の科学技術・
医療担当の女性記者９人にお薦め本を挙げていただ
きました。年末年始休みの読書の参考にいかがでし
ょうか。

　科学技術を社会がどう扱うか、市民が専門家の説
明を聞いたうえで合意点を探り出す「コンセンサス
会議」という取り組みがある。これを日本で初めて
98年に試行し、広めてきた若松征男・東京電機大教
授による実践報告（①）は、科学技術への市民参加
を議論するのに必読だろう。②は、朝日新聞の大先
輩の最新刊。新しい社会保険制度をつくるときの関
係者の奮闘ぶりを知ると、骨抜きや改悪を許すまじ
と闘争心が湧く。③は無口で知られた天才物理学者
の初の本格的評伝。人間ドラマとして感涙もの。

　今年もノーベル賞で盛り上がったが、個人的には
２年前の下村脩さんが印象深い。①は家族のために
書いた自伝。もっと研究したいのに「ノーベル賞に
かかっちゃ、どーにもなりません」と本気で嘆いて
いた科学者の頑固な研究姿勢に学ぶ点は多い。②の
主人公も違った意味で頑固で変わり者の植物学者。
科学とは関係ないが、今年の「マイブーム」は③の
著者だった。長年見逃していた不明を恥じつつ、「獣
の奏者シリーズ」と「守人シリーズ」を読破、日本
にも優れたファンタジーがある贅沢を味わった。

①クラゲに学ぶ　ノーベル賞への道
� 下村脩著（長崎文献社）
②地球最後の日のための種子
　スーザン・ドウォーキン著　中里京子訳
� （文芸春秋）
③獣の奏者　外伝　刹那
� 上橋菜穂子著（講談社）

①科学技術政策に市民の声をどう届けるか
� 若松征男著（東京電機大学出版局）
② 物語　介護保険　いのちの尊厳のための

70のドラマ
� 大熊由紀子著（岩波書店）
③量子の海、ディラックの深淵
グレアム・ファーメロ著　吉田三知世訳（早川書房）

　①科学技術分野で存在感を高める中国。中国の日
本大使館に勤務した官僚がその実力を冷静に分析し
た。国家級研究所なのに低価格の実験装置の製造・
販売が仕事だったり、広大な土地がありながら、政
治家の影響力で観測に適さない場所に天文台を設置
したりなどの例を紹介。一方で世界を驚かす研究成
果も。実像を知る重要性を再認識。②円高に物作り
企業の嘆きが続く。通貨安で自国の輸出力を強化す
る「近隣窮乏化政策」との表現に納得。③軍事巨大
プロジェクトの進め方はこういうものかと興味深い。

①「科学技術大国」中国の真実　
� 伊佐進一著（講談社現代新書）
② グローバル恐慌──金融暴走時代の果

てに
� 浜矩子著（岩波新書）
③戦艦武蔵� 吉村昭著（新潮文庫）

　小川洋子という小説家の発想の豊かさ、観察力の
鋭さに圧倒される。①は、ありえない永遠を無意識に
求めてしまう人間の悲しい性を実感できる短編集だ
った。恋愛でも複雑な人間関係もない。名前すらな
い主人公の置かれている状況で話が進む。読み終わ
るとなぜか、ほっとした。水木しげるブームに乗っ
て読んだ②は、淡々とした語り口とシンプルな絵が、
余計に戦争未体験世代にも響いてきた。未熟な道具
しかない江戸時代以前の処刑や割腹などで人はどの
ように死ぬのか、長年の疑問に答えてくれたのが③
の「項の貌」。

①夜明けの緑をさ迷う人々
� 小川洋子著（角川書店）
②水木しげるのラバウル戦記
� 水木しげる著（筑摩書房）
③項の貌
� 渡辺淳一著（朝日新聞出版）

印
象

高橋真理子
朝日新聞社報道局員（科学医療グループ）
�979年入社

青野由利
毎日新聞社論説室委員　�980年入社

知野恵子
読売新聞東京本社編集委員　�979年入社　

西村絵
かい

　
日本経済新聞社科学技術部　�997年入社
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　①はヒトゲノム計画に対抗し、民間から全解読に
迫った米国のクレイグ・ベンター氏の自伝。ことし
５月、ベンター氏らが合成ゲノム細菌の作製を発表
すると知り慌てて手に取ったが一気に読めた。学界
権威との確執やベトナム戦争従軍歴はドラマチック。
②もきっかけは仕事だったが収穫。連綿と続く人類
史の中で、１人の人間が存在する奇跡とはかなさが
織り込まれている。③は担当した小惑星探査機はや
ぶさにちなみ（内容は無関係）。冒頭の「河原の石
ひとつにも宇宙の全過程が刻印されている」が素敵。

　趣味と実益を兼ねて医療ミステリーを読むことが
多いが①②はその中でも出色。電車の中で涙が止ま
らず困った。①は心臓移植という特異なテーマに謎
解き要素を加えながら、関係する人々のドラマをき
っちり描いている。移植を受けた少女の想いが切な
い。②は尊厳死をめぐる婚約者、家族、医師らの苦
しみや葛藤が重く深い。正解はなく考えさせられる。
③は�4歳で殺人を犯した３人の少年の物語。あらす
じからの先入観は裏切られ、読後に強い印象が残っ
た。レビューなど読まず一読いただきたい。

①死者の鼓動
� 山田宗樹著（幻冬舎文庫）
②無言の旅人
� 仙川環著（幻冬舎文庫）
③空白の叫び（上・中・下）
� 貫井徳郎著（文春文庫）

①ヒトゲノムを解読した男
� Ｊ・クレイグ・ベンダー著　野中香方子訳
� （化学同人）
②日本人になった祖先たち
� 篠田謙一著（ＮＨＫブックス）
③石の来歴� 奥泉光著　（文芸春秋）

　①長年連れ添った伴侶を亡くすことの重さを、垣
添さんの妻への深い思いを通じて、まざまざと知った。
私は結婚３年目だが、年を重ね人生の終わりを迎える
時、互いにどんなことを思うのか、思いをはせた。②
命とは、生きるとは、家族とは何か、考えさせられ、
さらに、予期しない結末に「やられた」と思った。③
１つ１つの「言葉」に細心の注意を払う記者という仕
事。が、普段いかにあいまいな言葉を使っていること
か。「確かにそうだわ」と同感しつつ、我が身を振り
返る、気軽に読める１冊。

① 妻を看取る日 国立がんセンター名誉総長
の喪失と再生の記録

� 垣添忠生著（新潮社）
②私の中のあなた 
� ジョディ・ピコー著　川副智子訳（早川書房）
③ズルい言葉
� 酒井順子著（角川春樹事務所）

　理学部出身の「りけ女」です。①理系文系も草食
系肉食系も問わず。弱さ、脆さ、はかなさ…その響
きだけでなぜか人を惹きつける“fragile”というキ
ーワードで、神話や民俗学、遺伝子学までを読み解
く。折りに触れて読み返しそうな１冊。②世紀の大
ニュースの舞台裏。その時科学者は、アメリカ国民
は、メディアは…新しいものに出会った時、科学は
どこまでも「人間臭い」から面白いと思う。③「同
情」と「共感」の違いを生物学的に解説。豊富な研
究例が現代の人間社会について考えるきっかけに。

①フラジャイル　弱さからの出発　
� 松岡正剛著（ちくま学芸文庫）
② かくして冥王星は降格された─太陽系

第 9 番惑星をめぐる大論争のすべて
N・ドグラース・タイソン著�吉田三知世訳（早川書房）

③ 共感の時代へ─動物行動学が教えてくれ
ること
F・ドゥ・ヴァール著� 柴田裕之訳（紀伊國屋書店）

　①著者の貝谷氏は�0歳の時、難病の筋ジストロフ
ィーと診断され、�4歳で自力歩行ができなくなった。
介助がなければ生活できない貝谷さんと新人ヘルパ
ーのあゆさんとの７年間のやりとりがほのぼのと描
かれている。一緒にすることはとてもできないが私
自身、今年膝のケガで入院し生まれて初めて介護が
必要な生活を経験したこともあり共感した。②ペー
スメーカー治療を実現する心臓刺激伝導系の構造を
発見したのが日本人であることはあまり知られてい
ない。③哲学を身近なものに考えるきっかけに。学
生時代にこうした授業を受けてみたかった。

①介護漫才　
� 貝谷嘉洋著　（小学館）
②ペースメーカーの父・田原淳　
� 須磨幸蔵著　（梓書院）
③ これからの「正義」の話をしよう─い

まを生き延びるための哲学　
� マイケル・サンデル著　鬼澤忍訳　（早川書房）

杉浦美香
産経新聞社社会部兼科学部　�988年入社

斎藤香織
共同通信社科学部　�999年入社

三浦直美　
時事通信社社会部（科学班）　�99�年入社

田中陽子　
ＮＨＫ報道局科学文化部　2002年入局

清水沙矢香
TBSテレビ報道局経済部　2002年入社
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▼
謙
虚
な
精
神
と
自
由
な
こ
こ
ろ

　
「
�0
月
６
日
夕
方
か
ら
、
人
生
が
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
」

　

炭
素
結
合
を
安
定
し
て
作
り
出
す
ク
ロ

ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
反
応
は
、
私
た
ち
も
今

年
の
受
賞
候
補
と
し
て
準
備
し
て
い
た

が
、
こ
れ
に
関
わ
っ
た
研
究
者
は
数
多

く
、
日
本
の
有
機
化
学
者
だ
け
で
も
数
人

の
名
前
が
あ
が
る
。
６
日
の
発
表
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
選
ん

だ
３
人
の
受
賞
枠
は
、
結
局
１
人
の
米
国

人
と
、
日
本
で
の
知
名
度
は
低
か
っ
た

が
、
応
用
に
直
結
す
る
成
果
を
あ
げ
た
鈴

木
章
、
根
岸
英
一
両
博
士
だ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
受
賞
者
の
驚
き
と
喜
び
も
、
ひ
と

し
お
だ
っ
た
ろ
う
。

　

世
の
中
に
は
「
カ
メ
ノ
コ
（
ベ
ン
ゼ
ン

鈴す
ず
き木　

章
あ
き
ら
. 

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
・

北
海
道
大
学
名
誉
教
授

��
・
１
（
月
）
昼
食
会　

司
会　

高
橋
純
二
理
事

橋
本
五
郎
委
員　

出
席　

�28
人　

Ｈ
Ｐ
動
画
・
速

記
録

環
）」
と
聞
い
た
だ
け
で
拒
絶
反
応
を
起

こ
す
人
た
ち
も
多
い
が
、「
私
た
ち
の
身

の
回
り
は
炭
素
が
結
び
つ
い
た
物
質
で
で

き
て
い
る
。
そ
の
仕
掛
け
を
読
み
取
り
、

新
た
な
反
応
を
導
き
出
す
。
化
学
は
創
造

の
楽
し
み
で
す
」
と
い
う
世
界
観
に
は
、

共
感
で
き
る
人
た
ち
も
多
い
の
で
は
な
い

か
。

　

最
近
、
飲
み
始
め
た
血
圧
降
下
剤
の
製

造
に
は
「
鈴
木
先
生
の
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
反
応
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
薬
剤

師
に
教
え
ら
れ
、「
世
の
中
に
役
立
つ
仕

事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
。
そ
し

て
、
資
源
の
少
な
い
日
本
が
生
き
延
び
る

た
め
に
、
常
に
新
た
な
技
術
や
価
値
を
供

給
し
続
け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
説
く
。

　
「
科
学
と
教
育
は
、
成
果
が
出
る
ま
で

に
長
期
間
が
必
要
。（
ノ
ー
ベ
ル
賞
な
ど
）

い
ま
の
成
果
は
、
明
治
以
来
の
政
府
の
温

か
い
心
が
育
み
、
よ
う
や
く
花
開
い
た
も

の
で
、
行
政
に
は
大
き
く
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
ほ
し
い
」

　

研
究
と
創
造
の
第
一
線
に
は
、
努
力
と

共
に
「
謙
虚
な
精
神
と
自
由
な
こ
こ
ろ
が

不
可
欠
」と
い
い
、
若
い
人
た
ち
に
は「
一

度
、
日
本
を
出
て
、
外
か
ら
眺
め
る
よ

う
」、
声
を
か
け
続
け
て
い
る
。

　

読
売
新
聞
編
集
委
員�

小
出　

重
幸

▼
“
抑
止
力
”
を
問
う

　

柳
澤
氏
の
朝
日
新
聞
へ
の
寄
稿
（
今
年

１
月
）
は
大
い
に
話
題
に
な
っ
た
。
つ
い

先
日
ま
で
官
房
副
長
官
補
と
い
う
首
相
官

邸
の
中
枢
ポ
ス
ト
に
い
た
人
物
が
、「
海

兵
隊
が
沖
縄
に
駐
留
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
抑
止
力
と
は
何
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
、
普
天
間
問
題
は
永
久
に
迷

走
す
る
」
と
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
沖

縄
県
内
移
設
に
疑
問
を
呈
し
た
の
だ
。
こ

の
問
題
提
起
が
鳩
山
内
閣
の
迷
走
に
拍
車

を
か
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
講
演
で
も
、
現

役
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
率
直

な
発
言
が
続
い
た
。「
鳩
山
内
閣
を
見
て
、

抑
止
力
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
」

「
そ
も
そ
も
、
何
を
抑
止
す
る
の
か
。
北

朝
鮮
か
中
国
な
の
か
」「
仮
に
中
国
で
あ

る
な
ら
、
中
国
の
何
を
抑
止
し
た
い
の

か
」「
日
米
同
盟
が
必
要
だ
と
い
う
が
、

日
本
は
ど
こ

ま
で
何
を
す

る
の
か
。
そ

の
定
義
な
く

し
て
、
海
兵

隊
の
役
割
も

定
義
で
き
な

柳や
な
ぎ
さ
わ澤　

協き
ょ
う
じ二　

元
内
閣
官
房
副
長

官
補
（
安
全
保
障
・
危
機
管
理
担
当
）

��
・
２
（
火
）
著
者
と
語
る
『
抑
止
力
を
問
う
』

司
会　

萬
直
樹
委
員　

出
席　

84
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

い
」
な
ど
次
々
と
疑
問
を
提
起
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
矛
先
は
政
治
家
に
も
向
け

ら
れ
た
。「
海
兵
隊
が
台
湾
有
事
に
対
す

る
抑
止
力
に
な
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
い

ざ
と
い
う
時
に
海
兵
隊
を
使
う
と
い
う
こ

と
だ
。
米
国
と
の
事
前
協
議
で
出
動
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
の
意

味
を
わ
か
っ
て
い
る
の
か
」
と
、
政
治
家

の
薄
っ
ぺ
ら
な
議
論
を
批
判
す
る
。

　

現
役
時
代
か
ら
、
安
保
政
策
の
常
識
を

ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
人
だ
っ
た
が
、
立
場
上
、
お
お
っ

ぴ
ら
に
発
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
政

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可

能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

講
演
の
冒
頭
、「
こ
れ
ま
で
は
組
織
の

枠
に
と
ら
わ
れ
て
、
安
保
政
策
に
つ
い
て

根
本
的
な
疑
問
を
出
し
て
、
ゆ
っ
く
り
考

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
防
衛
省

や
副
長
官
補
に
勤
め
て
い
た
時
代
を
振
り

返
っ
た
。
今
後
は
、
安
保
政
策
に
つ
い
て

大
胆
な
問
題
提
起
を
し
続
け
て
い
き
た
い

そ
う
だ
。『
抑
止
力
を
問
う
』（
か
も
が
わ

出
版
）
は
そ
の
第
一
弾
の
作
品
で
、
６
人

の
専
門
家
を
相
手
に
、
こ
れ
ま
で
吐
き
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
問
題
意
識
を
ぶ

つ
け
て
い
る
。

　

朝
日
新
聞
編
集
委
員�

　

薬
師
寺
克
行
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ア
ウ
ド
ロ
ニ
ウ
ス
・
ア
ジ
ュ
バ
リ
ス

リ
ト
ア
ニ
ア
外
相

▼
対
ロ
シ
ア
“
対
話
継
続
”
が
肝
要

　

リ
ト
ア
ニ
ア
は
旧
ソ
連
か
ら
独
立
後
、

日
本
と
外
交
関
係
を
結
び
、
来
年
は
20
周

年
を
迎
え
る
。
そ
れ
を
前
に
経
済
関
係
の

よ
り
一
層
の
強
化
を
目
指
し
、
レ
ー
ザ
ー

関
係
の
企
業
な
ど
��
社
の
幹
部
を
同
行
し

て
来
日
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
で
、
ラ
ジ
オ
局

や
新
聞
社
に
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
。
冒

頭
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
私
は
歴
史
作
家
の
吉

川
英
治
、
映
画
監
督
の
黒
澤
明
、
映
画
俳

優
の
三
船
敏
郎
の
フ
ァ
ン
で
し
た
」
と
明

か
し
、
日
本
の
文
化
に
敬
意
を
抱
い
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

大
臣
と
し
て
外
国
貿
易
も
担
当
し
て
お

��
・
4
（
木
）　

記
者
会
見　

司
会　

中
井
良
則

事
務
局
長　

通
訳　

池
田
薫　

出
席
25
人　

Ｈ

Ｐ
動
画

り
「
わ
が
国
と
日

本
と
の
経
済
関
係

は
ま
だ
弱
す
ぎ

る
。
も
っ
と
関
係

を
拡
大
す
る
よ
う

提
案
し
た
い
」
と

熱
っ
ぽ
く
語
っ

た
。
会
見
後
、
前

原
誠
司
外
相
と
会

談
し
、
租
税
協
定
な
ど
の
法
的
枠
組
み
を

作
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

会
見
の
日
は
、
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ

ェ
フ
大
統
領
が
北
方
領
土
を
元
首
と
し
て

初
め
て
訪
問
し
た
直
後
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
真
っ
先
に
「
ロ
シ
ア
と
う
ま
く
付
き

合
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
」
と

い
う
質
問
が
出
た
。

　
「
日
本
と
同
様
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
は

未
解
決
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
根
本

的
な
問
題
を
解
決
せ
ず
に
未
来
を
築
け
な

い
と
、
ロ
シ
ア
と
専
門
委
員
会
を
設
置
し

た
。
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、
対
話
を
続

け
る
こ
と
が
大
事
だ
」

　

リ
ト
ア
ニ
ア
は
第
一
次
大
戦
末
期
、
ド

イ
ツ
占
領
下
で
独
立
を
宣
言
し
た
が
、
独

ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
り
40
年
８
月
、
ソ
連

に
併
合
さ
れ
、
90
年
に
よ
う
や
く
独
立
を

勝
ち
取
っ
た
。
ソ
連
か
ら
の
独
立
闘
争
で

は
、
タ
フ
な
交
渉
の
末
、
死
傷

者
も
出
て
い
る
だ
け
に
、
外
相

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
説
得
力
を
感

じ
た
。

　
「
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
と
き

の
気
持
ち
は
」
と
の
質
問
に
も

「
話
す
と
長
く
な
る
」
と
い
い

つ
つ
「
独
立
で
き
た
の
は
奇
跡

的
だ
っ
た
。
当
時
の
国
際
関
係

も
味
方
し
、
時
代
が
独
立
さ
せ
た
」
と
や

や
興
奮
気
味
に
語
っ
て
い
た
。

　

毎
日
新
聞
出
身�

飯
島　

一
孝

米よ
ね
く
ら倉　

弘ひ
ろ
ま
さ昌　

日
本
経
団
連
会
長

��
・
5
（
金
）　

昼
食
会　

司
会　

斎
藤
史
郎
理
事

長　

小
此
木
潔
委
員　

出
席　

�24
人　

Ｈ
Ｐ
動
画
・

速
記
録

大
言
壮
語
で
き
る
は
ず
は
な
い
話
で
、
率

直
な
受
け
答
え
に
私
は
米
倉
さ
ん
の
誠
実

さ
を
感
じ
た
。

　

個
人
的
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
若
者

を
海
外
協
力
隊
に
入
れ
て
２
〜
３
年
海
外

で
活
動
し
て
も
ら
う
構
想
を
、
関
係
者
に

働
き
か
け
て
い
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。
国

内
で
仕
事
が
な
い
な
ら
活
躍
の
場
を
海
外

に
移
し
、
そ
こ
で
農
業
・
医
療
・
教
育
と

い
っ
た
専
門
分
野
を
い
か
し
て
仕
事
を
し

た
ら
大
変
な
経
験
に
な
る
し
、
外
国
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
勉
強
で
き

た
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
有
意

義
だ
ろ
う
。
協
力
隊
の
人
達
が
困
っ
て
い

る
の
は
帰
国
し
て
か
ら
受
け
皿
が
な
い
こ

と
だ
。
経
団
連
は
、
こ
う
し
た
人
達
を
積

極
的
に
雇
い
入
れ
る
気
運
を
高
め
、
雇
う

仕
組
み
を
作
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
。米
倉
さ
ん
か
ら
、ア
フ

リ
カ
向
け
に
薬
品
を
す
り
込
ん
だ
蚊
帳
を

作
っ
た
話
や
、
ト
イ
レ
の
掃
除
の
仕
方
で

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
Ａ
Ｎ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
を
分
析
す

る
な
ど
、
面
白
い
話
を
聞
い
て
き
た
人
間

と
し
て
は
、
米
倉
さ
ん
ら
し
さ
が
伝
わ
っ

て
こ
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。
経
団

連
の
会
長
と
も
な
る
と
、「
か
み
し
も
」を

脱
ぐ
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員�

山
田　

伸
二

▼
手
堅
い
デ
ビ
ュ
ー
だ
が“
ら
し
さ
”は
？

　

米
倉
さ
ん
が
経
団
連
会
長
に
就
任
さ
れ

て
か
ら
半
年
、
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
デ
ビ
ュ

ー
は
手
堅
い
も
の
だ
っ
た
。
経
団
連
が
提

唱
す
る
三
つ
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
、

税
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一
体
改
革
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
経
済
統
合
、
民
間

主
導
の
経
済
再
生
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

さ
れ
た
。
で
も
、
経
団
連
は
お
役
所
、
組

織
に
乗
っ
て
の
コ
メ
ン
ト
で
特
に
興
味
を

ひ
く
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

面
白
か
っ
た
の
は
、質
疑
応
答
の
中
で
、

「
経
団
連
は
法
人
税
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
が
、
そ
れ
が
実
現
し
て
も
雇
用
を
増
や

し
た
り
賃
金
を
上
げ
る
は
ず
は
な
い
」
と

い
う
批
判
に
対
し
て
、「
雇
用
拡
大
は
確

約
で
き
な
い
」
と
答
え
た
こ
と
。
法
人
税

の
引
き
下
げ
は
、
経
済
の
活
性
化
の
必
要

条
件
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
十
分
条
件
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
う
ま
く
い
く
と
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▼
人
道
援
助
は
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

　
「
２
０
０
２
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は

平
和
と
安
定
の
時
代
を
迎
え
、
開
発
と
発

展
の
段
階
を
迎
え
た
と
言
わ
れ
た
。
だ

が
、
我
々
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
30
年
以

上
続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
戦
争
状
態

は
、
今
も
決
し
て
終
わ
っ
て
い
な
い
」

　

あ
の
年
、
自
分
は
ア
フ
ガ
ン
の
何
を
、

ど
う
書
い
た
か
？　

他
紙
は
？　

欧
米
の

報
道
は
ど
う
だ
っ
た
？　

タ
リ
バ
ン
政
権

が
崩
壊
し
、
暫
定
行
政
機
構
が
始
動
し
た

時
期
で
あ
る
。
筆
者
自
身
も
、
当
時
の

「
楽
観
」
を
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
身
だ
。

　

赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
本

部
で
ア
フ
ガ
ン
周
辺
諸
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
統
括
す
る
デ
・
マ
イ
オ
氏
の
分
析

は
、
出
席
者
に
そ
ん
な
思
い
を
抱
か
せ
な

が
ら
、
な
お
慎
重
で
抑
制
的
だ
っ
た
。

　

不
安
定
さ
を
増
す
ア
フ
ガ
ン
、
戦
闘
に

洪
水
が
加
わ
り
、
情
勢
が
複
雑
化
し
て
い

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
・
マ
イ
オ　

赤
十
字
国
際

委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
南
ア
ジ
ア
事
業
局
長

��
・
８
（
月
）
記
者
会
見　

司
会　

石
郷
岡
建
委
員　

通
訳　

西
村
好
美

出
席　

23
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

関
心
」
へ
転
じ
か
ね
な
い
状
況
に
、
デ
・

マ
イ
オ
氏
は
言
葉
を
強
め
て
言
っ
た
。

　
「
混
乱
が
続
く
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
し
か
入
れ
な
い
地
域
も
多
い
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
武
器
も
護
衛
も
な
し
に
活

動
に
当
た
っ
て
い
る
。
我
々
の
身
を
守
る

も
の
は
、
赤
十
字
の
旗
の
み
だ
」

　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
本
部
は
、
国

連
欧
州
本
部
や
各
国
大
使
館
と
向
き
合

い
、
こ
れ
ら
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
る
。

話
題
の
書
名
で
は
な
い
が
、
組
織
は
「
超

然
」
と
し
た
中
立
性
を
最
重
視
す
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
通
常
の
取
材
で
は
、
特
定
国

の
対
外
政
策
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
は
敬
遠

さ
れ
が
ち
だ
。
だ
が
本
会
見
で
は
、
日
本

の
役
割
に
対
す
る
明
確
な
言
及
が
あ
っ

た
。
中
国
や
ロ
シ
ア
を
相
手
に
、
外
交
の

自
信
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
現
状
に
あ
っ
て
、

例
外
的
な
発
言
を
「
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

と
切
り
捨
て
る
余
裕
は
な
か
ろ
う
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
最
大
の
支
援
国
の
一
つ
と

し
て
、
日
本
は
自
ら
の
立
場
を
世
界
に
主

張
し
て
ほ
し
い
。
人
道
援
助
に
貢
献
す
る

姿
勢
は
、
そ
れ
だ
け
で
日
本
外
交
を
強
化

す
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
な
る
は
ず
だ
」

　

�

読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
管
理
部
長
兼

主
任
研
究
員

�

渡
辺　

覚

▼
垣
根
を
越
え
よ
う

　

��
月
の
第

24
回
日
本
エ

イ
ズ
学
会
学

術
集
会
・
総

会
の
テ
ー
マ

は
「
垣
根
を

越
え
よ
う
」

岩い
わ
も
と本　

愛あ
い
き
ち吉　

日
本
エ
イ
ズ
学
会
会
長
・

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
教
授

��
・
９
（
火
）　

研
究
会
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
」

司
会　

宮
田
一
雄
委
員　

出
席　

24
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

い
て
、
厚
生
労
働
省
エ
イ
ズ
動
向
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
る
岩
本
氏
は
２
０
０
９

年
の
動
向
を
、
新
規
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
報

告
は
１
０
２
１
件
で
過
去
３
位
、
エ
イ
ズ

患
者
報
告
は
４
３
１
件
で
過
去
最
高
と
同

数
な
ど
と
説
明
。

　

新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
日
本
国
籍
男
性

で
、
同
性
間
性
的
接
触
を
感
染
経
路
と
す

る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
て
、
特
に
男
性
同
性
愛
者
を
中
心
に
検

査
・
相
談
・
予
防
に
関
す
る
啓
発
活
動
を

進
め
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
昨
年
は
検
査
・
相
談
件
数
が
減
少

し
、
今
年
も
低
調
に
推
移
し
て
い
る
と

し
、「
不
安
だ
と
思
っ
た
ら
検
査
・
相
談

に
行
く
と
い
う
前
向
き
の
行
動
を
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
警
告
。「
医
療
や
対
策
に

は
、
当
事
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
」と
、

こ
こ
で
も
垣
根
を
越
え
る
必
要
を
強
調
し

た
。

　

世
界
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
流
行
の
大
半
は
ア
フ
リ

カ
だ
が
、
世
界
人
口
の
６
割
を
占
め
る
ア

ジ
ア
の
動
向
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
だ
と

し
た
。
さ
ら
に
先
駆
的
な
対
応
を
し
て
い

る
「
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
っ
と
学
ぶ
べ
き

だ
」
と
述
べ
、
国
境
を
越
え
た
協
力
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
た
。

　

共
同
通
信
出
身�

西
内　

正
彦

で
あ
る
。
集
会
に
は
毎
年
、「
基
礎
」「
臨

床
」「
社
会
」
の
分
野
か
ら
専
門
家
や
現

場
で
働
く
人
ま
で
２
千
人
近
く
が
集
ま

る
。
だ
が
、
自
分
の
分
野
と
関
連
す
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
だ
け
に
参
加
す
る
と
い
う
縦
割

り
状
態
に
陥
り
が
ち
だ
っ
た
。

　
「
今
回
は
毎
日
、
全
体
会
合
を
開
き
、

他
分
野
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
う
。
最
終

日
に
は
各
分
野
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
短
く
ま

と
め
て
報
告
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け

た
」と
、
分
野
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
最
新
情
報
を
共
有
し

よ
う
と
い
う
狙
い
を
話
し
た
。

　

そ
し
て
、
心
、
民
族
、
人
種
、
男
と
女
、

男
と
男
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
と
感
染
し
て
い

な
い
人
な
ど
の
間
の
垣
根
に
つ
い
て
も
、

「
問
題
意
識
と
し
て
今
一
度
考
え
て
も
ら

い
た
い
」
と
も
語
っ
た
。

　

日
本
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
現
状
に
つ

る
パ
キ
ス

タ
ン
、
内

戦
の
傷
に

あ
え
ぐ
ス

リ
ラ
ン
カ

…
…
。「
楽

観
」が「
無
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坂さ
か
ば場　

三み
つ
お男　

前
駐
ベ
ト
ナ
ム
大
使

▼
賃
金
は
ま
だ
中
国
の
半
分
以
下

を
し
な
が
ら
、
中
国
ほ
ど
矛
盾
が
表
面
化

し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

今
年
９
月
ま
で
現
地
で
ベ
ト
ナ
ム
人
と

付
き
合
っ
て
い
た
坂
場
氏
の
見
方
は
、「
な

る
ほ
ど
」
と
思
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

①
２
０
０
０
年
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
は

中
国
と
の
戦
い
か
内
戦
②
歴
史
上
、
南
北

が
一
つ
の
国
だ
っ
た
期
間
は
ご
く
わ
ず

か
。
統
一
の
プ
ロ
セ
ス
は
な
お
進
行
中
③

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
北
へ
の
脅
威
認
識
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
一
方
、
中
国
の
文
化
的
影

響
は
強
い
④
団
塊
は
ド
イ
モ
イ
以
降
に
生

ま
れ
た
世
代
⑤
世
界
で
も
ま
れ
な
楽
観
主

義
⑥
ゆ
る
や
か
で
圧
迫
感
の
な
い
共
産
主

義
、
な
ど
で
あ
る
。

　

権
力
闘
争
の
な
い
政
権
交
代
に
よ
っ
て

　

近
年
の
ベ
ト
ナ
ム
の
変
貌
ぶ

り
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
日
本
だ

け
で
な
く
、
韓
国
や
台
湾
企
業

が
競
う
よ
う
に
進
出
し
、
高
層

ビ
ル
が
林
立
す
る
。
古
都
や
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
戦
跡
を
巡
る
観

光
客
に
は
、
敵
国
だ
っ
た
は
ず

の
米
国
人
も
多
い
。
社
会
主
義

政
権
に
よ
る
資
本
主
義
経
済
へ

の
開
放
と
い
う
微
妙
な
綱
渡
り

��
・
�0
（
水
）　

研
究
会
「
大
使
に
聞
く
」

司
会　

西
川
孝
純
委
員　

出
席　

8�
人

Ｈ
Ｐ
動
画
・
速
記
録

渡わ
た
な
べ辺　

靖
や
す
し　

慶
応
大
学
教
授

▼
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
話
を
聞
く
よ
う
な

　
「
オ
バ
マ
大
統
領
の
再
選
の
可
能
性
は

低
い
」。
世
界
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事

で
あ
り
な
が
ら
、
専
門
家
が
明
確
な
予
測

を
避
け
る
問
題
に
対
し
、
リ
ス
ク
を
と
っ

て
、
き
っ
ぱ
り
と
答
え
て
く
れ
た
。

　

文
化
人
類
学
者
ら
し
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
手
法
で
ア
メ
リ
カ
を
歩
き
、
幅

広
く
、
奥
行
き
あ
る
、
こ
の
国
の
社
会
を

観
察
し
て
き
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。
根
拠

は
要
旨
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
依
然
と
し
て
１
９
８
０
年

の
レ
ー
ガ
ン
革
命
以
来
の
保
守
潮
流
の
な

か
に
あ
る
。
２
０
０
８
年
の
オ
バ
マ
当
選

は
70
年
代
以
前
に
強
か
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
潮

流
へ
の
回
帰
を
意
味
し
な
い
。
�0
年
１
月

に
連
邦
最
高
裁
が
企
業
に
よ
る
選
挙
広
告

に
上
限
を
設
け
な
い
と
の
判
決
を
出
し
た

の
も
、
２
年
後
の
共
和
党
有
利
説
を
補
強

す
る
─
─
。

　

で
は
、
だ

れ
が
共
和
党

の
大
統
領
候

補
に
な
る
の

か
。

　

08
年
に
も

出
馬
し
た
ロ

��
・
��
（
木
）
研
究
会
「
日
米
中
」
⑭　

司
会　

会
田
弘
継
委
員　

出
席　

62
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

ム
ニ
ー
前
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
知
事
が

最
有
力
と
、
こ
れ
ま
た
明
解
に
述
べ
た
。

た
だ
し
、
ペ
イ
リ
ン
、
ハ
ッ
カ
ビ
ー
両
氏

な
ど
、
や
は
り
２
年
前
の
名
前
に
も
言
及

し
「
来
年
９
月
以
降
に
本
格
化
す
る
選
挙

戦
で
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
が
出
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
慎
重
論
も
。

　

ア
メ
リ
カ
社
会
を
論
じ
る
学
者
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト

ク
ヴ
ィ
ル
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

渡
辺
氏
の
近
著
の
題
名
は『
ア
メ
リ
カ
ン
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
逆
説
』。
１
７
０
年
以

上
前
に
書
か
れ
た
名
著
「
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
民
主
政
治
」
を
連
想
さ
せ
る
。
明
快

な
語
り
口
も
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
筆
遣
い
に
通

じ
る
。

　

学
生
時
代
は
記
者
の
仕
事
に
も
関
心
が

あ
り
、
某
社
外
報
部
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た

が
、
激
務
ぶ
り
を
見
て
無
理
と
判
断
し
、

文
化
人
類
学
者
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

だ
か
ら
か
、
雰
囲
気
は
学
者
よ
り
記
者

に
近
い
。
近
著
に
触
れ
て「（
題
名
に
）『
逆

説
』
と
あ
り
、
し
か
も
岩
波
書
店
か
ら
出

て
い
る
の
で
反
米
の
本
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
笑
わ
せ
た
。

　

日
本
経
済
新
聞
特
別
編
集
委
員

伊
奈　

久
喜

安
定
し
た
政
治
が
保
た
れ
、
今
後
も
７
％

以
上
の
高
度
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。
人
々

も
加
味
す
れ
ば
、
楽
観
６
対
悲
観
４
ぐ
ら

い
の
バ
ラ
ン
ス
だ
そ
う
だ
。

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

の
中
で
も
、
統
合
の
発
展
に
最
も
熱
心
な

国
。
南
シ
ナ
海
で
は
中
国
と
の
領
有
権
問

題
を
抱
え
る
。
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
や

中
国
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
る
う
え
で

も
重
要
な
国
だ
。

　

在
留
の
邦
人
は
届
け
の
な
い
人
も
含
め

た
推
定
で
１
万
５
０
０
０
人
ほ
ど
。
韓
国

人
は
７
万
人
、
台
湾
人
は
�0
万
人
以
上
い

る
そ
う
だ
。

　

原
発
や
新
幹
線
の
輸
出
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
付
き
合
い
を
深
め
て
い
い
国
で
あ

る
。

　

朝
日
新
聞
論
説
委
員�

真
田　

正
明

は
勤
勉
で
、
賃
金
は

中
国
の
半
分
以
下
。

石
油
、
石
炭
、
ボ
ー

キ
サ
イ
ト
に
レ
ア
ア

ー
ス
ま
で
あ
る
。

　

な
に
か
投
資
の
勧

誘
の
よ
う
だ
が
、
財

政
と
貿
易
の
双
子
の

赤
字
、
通
貨
ド
ン
の

下
落
な
ど
の
問
題
点
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▼
注
目
点
は「
中
国
」と「
天
然
ガ
ス
」

　

毎
年
こ
の

時
期
、
パ
リ

の
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、

「
世
界
エ
ネ
ル

ギ
ー
展
望
」

を
発
表
。
３

田た
な
か中　

伸の
ぶ
お男　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
事
務
局
長

��
・
�5
（
月
）
記
者
会
見　

司
会　

篠
原
昇
司
委
員

通
訳　

森
岡
幹
予　

大
野
理
恵　

出
席　

76
人

Ｈ
Ｐ
動
画

　

し
か
し
、
中
国
を
悪
者
と
決
め
つ
け
る

だ
け
で
は
、
地
球
に
未
来
は
来
な
い
。
中

国
に
は
別
の
顔
も
あ
る
。
す
で
に
風
力
発

電
と
太
陽
光
発
電
で
世
界
を
牽
引
し
、
主

要
供
給
国
に
な
っ
て
い
る
。
電
気
自
動
車

の
開
発
に
も
積
極
的
だ
。
あ
の
経
済
力
と

技
術
力
と
人
口
（
市
場
パ
ワ
ー
）
を
う
ま

く
使
え
ば
、
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

に
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
「
天
然
ガ
ス
」。

米
国
発
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
で
、
世
界

の
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
は
数
倍
に
増
え
、
価

格
も
下
が
っ
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
で
も

特
記
す
べ
き
一
大
事
件
だ
。
こ
の
あ
た
り

の
事
情
が
日
本
で
は
正
確
に
知
ら
れ
て
い

な
い
の
が
残
念
だ
。天
然
ガ
ス
は
、石
炭
・

石
油
と
違
っ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
が
少
な

い
優
等
生
で
あ
る
。
世
界
中
が
天
然
ガ
ス

の
利
用
拡
大
に
動
き
始
め
た
。
田
中
さ
ん

は「
来
年
の
展
望
で
は
、天
然
ガ
ス
動
向
の

章
を
設
け
、分
析
し
た
い
」と
明
か
し
た
。

　

最
後
に
田
中
さ
ん
は
、「
廉
価
な
石
油

の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
断
言
し
た
。
温

暖
化
対
策
の
推
進
は
費
用
が
か
か
る
一

方
、
石
油
輸
入
額
減
少
と
い
う
果
実
を
得

ら
れ
る
。
そ
の
果
実
は
、
今
想
像
し
て
い

る
も
の
よ
り
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。

　

毎
日
新
聞
出
身�

今
井　

伸

年
前
か
ら
事
務
局
長
の
重
責
を
担
う
田
中

さ
ん
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、「
展
望
」
解

説
の
行
脚
を
続
け
て
き
た
。

　

今
年
の
「
展
望
」
の
書
き
出
し
は
「
未

曾
有
の
不
確
実
性
」。
平
た
く
言
え
ば
、

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
で
も
、
田
中

さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
は

２
つ
だ
と
理
解
し
た
。「
中
国
」
と
「
天

然
ガ
ス
」
で
あ
る
。

　

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
昨
年
、

米
国
を
抜
い
て
世
界
一
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
１
人
当
た
り
消
費
量
は
先
進
国
の
３

分
の
１
。
�3
億
人
が
先
進
国
並
み
に
消
費

す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
自
動
車
保
有
台
数

は
現
在
の
４
千
万
台
が
３
億
５
千
万
台
に

な
る
。
想
像
す
る
だ
け
で
恐
ろ
し
い
。
中

国
が
世
界
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
買
い

あ
さ
る
背
景
が
こ
れ
だ
。
ま
さ
に
「
中
国

の
重
要
性
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な

い
」（「
展
望
」）
の
だ
。

▼
「
米
国
」
の
幻
想
か
ら
目
覚
め
よ

　

20
年
前
に
「
日
本
／
権
力
構
造
の
謎
」

で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
オ

ラ
ン
ダ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
カ
レ
ル
・

ヴ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
氏
は
、
近
年
の

米
国
に
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
る
。

　

最
新
刊
の
『
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
沈
み

ゆ
く
自
由
世
界
』（
徳
間
書
店
）
は
、
悲

観
論
に
満
ち
た
米
国
批
判
の
書
だ
。

　
「
今
日
は
楽
し
く
な
い
話
に
な
る
が
…�

…
」。
こ
う
切
り
出
し
た
氏
は
「
か
つ
て

の
米
国
は
、
自
由
世
界
の
秩
序
を
守
る
存

在
だ
っ
た
が
、
今
で
は
混
乱
を
引
き
起
こ

す
勢
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
断
言
し
た
。

　
「
米
国
の
金
融
産
業
は
、
軍
産
複
合
体

と
同
様
、
も
は
や
政
治
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
及
ん
で
い
な
い
」
と
も
指
摘
し
た
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
も
、
結
局
大
胆
な
変
革

に
取
り
組
め
な
か
っ
た
と
見
る
。

　
「
私
は
欧
州
の
立
場
で
論
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
高

い
識
見
を
持
つ

米
国
人
に
依
拠

し
て
い
る
の

だ
」と
も
強
調

し
た
。Jam

es
Carroll,�A

nd-

カ
レ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

��
・
�7
（
水
）
研
究
会
「
日
米
中
」
⑮　

司
会

濱
本
良
一
委
員　

通
訳　

長
井
鞠
子　

出
席　

85
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

rew
�B
acevich,Jam

es�G
albraith,

Chris�H
edges

と
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
論
客

た
ち
の
名
を
列
挙
し
た
。

　

氏
の
批
判
は
、
鳩
山
内
閣
に
冷
淡
だ
っ

た
米
国
の
対
日
姿
勢
や
、
米
国
に
「
従
順

な
」
日
本
外
交
に
も
向
け
ら
れ
た
。

　

司
会
者
や
フ
ロ
ア
か
ら
は
「
米
国
が
冷

淡
だ
っ
た
の
は
、
普
天
間
問
題
が
こ
じ
れ

た
か
ら
で
は
な
い
か
」「
尖
閣
諸
島
の
事

件
も
あ
り
、
日
本
で
は
日
米
同
盟
の
重
要

性
が
よ
り
一
層
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と

い
っ
た
疑
問
も
提
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
オ
バ
マ
大
統
領
は
一

握
り
の
日
本
専
門
家
に
任
せ
き
り
で
、
普

天
間
に
関
心
は
な
い
」「
日
本
が
米
国
に

屈
す
る
な
ら
、
中
国
は
日
本
を
ま
と
も
な

相
手
と
考
え
な
い
だ
ろ
う
」
と
応
じ
た
。

　

一
方
で
、
強
大
化
す
る
中
国
に
対
し
て

は
、
日
中
間
に
安
定
的
な
相
互
関
係
を
築

く
こ
と
を
提
唱
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

中
国
や
緊
迫
度
を
増
す
東
ア
ジ
ア
の
国

際
情
勢
に
対
し
あ
ま
り
に
楽
観
的
と
感
じ

た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
日
本

の
シ
ス
テ
ム
を
論
じ
た
時
の
よ
う
な
鋭
い

切
り
口
か
ら
、
い
ず
れ
中
国
に
つ
い
て
も

正
鵠
を
得
た
分
析
を
示
し
て
欲
し
い
と
い

う
思
い
が
残
っ
た
。

　

読
売
新
聞
論
説
委
員�

天
日　

隆
彦



クラブゲスト

（ ）9

2010. 12. 10　No. 490

▼
東
京
で
「
滅
多
に
な
い
瞬
間
」
を

　

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の

今
秋
の
来
日
は
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
だ
っ

た
よ
う
だ
。
タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
少
数
民
族
カ
レ
ン
人
の
家

族
27
人
を
、
日
本
は
今
年「
第
三
国
定
住
」

と
い
う
新
し
い
枠
組
み
で
受
け
入
れ
始
め

た
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
来
る
直
前
、
高

等
弁
務
官
は
都
内
で
こ
の
家
族
ら
と
対
面

し
た
。
記
者
会
見
で
は
自
ず
か
ら
こ
の
問

題
に
力
が
入
っ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
言
え
ば
民
主
化
運
動
指

導
者
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
。

民
主
化
運
動
弾
圧
が
あ
っ
た
１
９
８
８
年

が
出
発
点
と
考
え
が
ち
だ
。
し
か
し
、
少

数
民
族
の
難
民
問
題
は
そ
れ
よ
り
40
年
も

前
の
１
９
４
８
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

国
境
沿
い

の
タ
イ
側

に
は
い
く

つ
も
難
民

キ
ャ
ン
プ

が
点
在

し
、
こ
の

60
年
間
、

タ
イ
軍
に

囲
ま
れ
キ

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス　

国
連
難
民

高
等
弁
務
官

��
・
�8
（
木
）　

記
者
会
見　

司
会　

坂
東

賢
治
委
員　

通
訳　

小
松
達
也　

宇
尾
真

理
子　

出
席　

52
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

ャ
ン
プ
内
に
半
幽
閉
状
態
だ
。「
移
動
は

で
き
な
い
。
仕
事
は
な
い
。
そ
し
て
希
望

は
な
い
」（
弁
務
官
）
状
況
で
子
を
産
み

育
て
世
代
を
重
ね
た
。

　

東
京
で
会
っ
た
子
ど
も
ら
か
ら
は「（
新

し
い
環
境
へ
の
）
恐
れ
は
あ
っ
て
も
チ
ャ

ン
ス
へ
の
強
い
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
」と
弁
務
官
は
対
面
を
振
り
返
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
人
生
を
踏
み
出

せ
る
」
と
将
来
へ
の
希
望
が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
熱
い
思
い
を
隠
せ
な
い
。

　

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
関
係
者
に
よ
る
と
、
難
民
問
題

に
取
り
組
む
毎
日
は
と
き
に
「
絶
望
感
や

空
し
さ
」
に
さ
い
な
ま
れ
る
。
戦
火
を
逃

れ
ど
う
に
か
生
活
の
場
を
確
保
で
き
て

も
、
難
民
の
目
に
希
望
を
取
り
戻
す
こ
と

の
難
し
さ
を
感
じ
続
け
て
い
る
。
弁
務
官

が
こ
の
日
、
都
内
で
見
た
の
は
「
難
民
救

援
活
動
を
続
け
て
い
て
も
滅
多
に
な
い
瞬

間
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　

第
三
国
定
住
は
２
０
０
５
年
か
ら
世
界

で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
日
本

が
第
１
号
。
今
回
は
ま
だ
試
験
運
用
だ
が

「
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
規
模
を
大
き
く
し
て

ほ
し
い
」
と
弁
務
官
は
今
後
の
本
格
運
用

に
強
い
期
待
を
表
明
し
た
。

　

時
事
通
信
外
信
部�

松
尾　

圭
介

▼
民
主
化
先
導
者
の
自
負
と
自
信

　

何
と
若
々
し
い
国
家
元
首
だ
ろ
う
。
会

見
場
に
現
れ
た
エ
ル
ベ
グ
ド
ル
ジ
大
統
領

の
第
一
印
象
だ
。
だ
が
、
質
問
に
対
す
る

受
け
答
え
は
堂
々
た
る
も
の
だ
っ
た
。

　

人
民
革
命
党
の
一
党
独
裁
体
制
が
崩
壊

し
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年
。
こ

の
間
の
モ
ン
ゴ
ル
の
歩
み
は
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
20
年
を
ど
う
総
括
し
て
い

ツ
ァ
ヒ
ャ
ー
・
エ
ル
ベ
グ
ド
ル
ジ　

モ
ン
ゴ
ル

大
統
領

��
・
�9
（
金
）
記
者
会
見　

司
会　

宇
治
敏
彦
副
理
事
長　

通
訳　

大
束

亮　

出
席　

96
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

和
的
な
政
権
交
代
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

こ
と
と
、
過
去
20
年
で
経
済
規
模
が
�8
倍

に
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
。

　

確
か
に
ア
ジ
ア
で
は
、
ま
ず
経
済
発
展

が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
民
主
的
な
体
制

へ
の
移
行
が
進
む
と
い
う
例
が
目
立
つ
。

だ
か
ら
こ
そ
モ
ン
ゴ
ル
は
、
ア
ジ
ア
の
他

の
国
々
が
学
ぶ
模
範
と
な
り
得
る
─
─
。

こ
ん
な
思
い
を
感
じ
取
れ
た
。

　

一
方
で
、
率
直
な
反
省
の
言
葉
も
あ
っ

た
。
一
度
な
ら
ず
「
い
ろ
ん
な
過
ち
や
失

敗
を
お
か
し
た
」
と
語
っ
た
。
そ
の
う
え

で
、
失
敗
か
ら
学
び
改
善
し
て
い
く
姿
勢

を
強
調
し
た
。

　

日
本
と
の
関
係
で
は
、
資
源
開
発
を
軸

に
経
済
協
力
へ
の
強
い
意
欲
を
明
ら
か
に

し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
日
本
企

業
へ
の
不
満
と
も
聞
こ
え
る
言
葉
。「
日

本
の
企
業
は
、
他
の
国
々
の
企
業
が
動
き

出
し
て
か
ら
、
よ
う
や
く
動
い
て
き
た
。

最
初
に
進
出
す
べ
き
だ
」。

　

中
国
と
ロ
シ
ア
に
挟
ま
れ
た
モ
ン
ゴ
ル

が
置
か
れ
た
環
境
は
、
厳
し
い
。
だ
か
ら

こ
そ
「
第
三
の
隣
国
」
の
一
つ
と
し
て
日

本
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
、
と
感
じ
さ

せ
る
記
者
会
見
だ
っ
た
。

　

日
本
経
済
新
聞
論
説
委
員
兼
編
集
委
員

飯
野　

克
彦

る
か
、
と
の
問
い
へ
の
答
え
に
は
、
民
主

化
を
先
導
し
て
き
た
指
導
者
ら
し
い
自
負

と
自
信
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

　
「
広
い
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
な
か
で
、
政
治

と
経
済
を
同
時
に
民
主
化
し
た
成
功
例
で

あ
る
」。
こ
う
語
っ
た
大
統
領
は
さ
ら
に

言
葉
を
継
い
だ
。「
政
治
と
経
済
を
同
時

に
改
革
す
る
の
は
ア
ジ
ア
の
道
で
は
な
い

と
言
わ
れ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
は
小
さ
な
国

な
が
ら
成
功
し
た
」。
証
拠
と
し
て
、
平
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▼
欲
張
り
と
疑
い
深
さ
で
研
究

　

２
０
１
０
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
決

ま
り
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
授
賞
式
に
向

か
う
途
中
に
帰
国
し
て
、
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
の
昼
食
会
で
縦
横
に
語
っ
た
。「
多
少

あ
い
ま
い
な
面
も
あ
る
化
学
が
私
の
性
に

合
っ
て
い
た
」
と
話
し
始
め
た
。
帝
人
に

入
社
後
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
で
米
国

に
留
学
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
で
学
び

「
学
問
の
知
識
を
植
え
付
け
ら
れ
た
」。

　
「
周
期
律
表
に
化
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が

収
め
ら
れ
て
い
る
」
が
信
念
。
周
期
律
表

で
ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
る
遷
移
金
属
の
多
彩

で
素
晴
ら
し
い
反
応
性
に
ひ
か
れ
た
。「
特

に
パ
ラ
ジ
ウ
ム
は
百
万
回
も
欲
し
い
有
機

化
合
物
を
効
率
的
に
作
っ
て
く
れ
る
。
受

賞
で
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の

触
媒
作
用
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
だ
。
こ
れ

根ね
ぎ
し岸　

英え
い
い
ち一　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
・

米
パ
デ
ュ
ー
大
学
特
別
教
授

��
・
25
（
木
）
昼
食
会　

司
会　

井
田
由
美
委
員

瀬
川
至
朗
委
員　

出
席　

9�
人　

Ｈ
Ｐ
動
画
・
速

記
録

で
有
機
合
成
に
革
命
を
起
こ
し
た
。
遷
移

金
属
の
触
媒
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
」

と
自
負
し
た
。

　

こ
の
分
野
で
は
日
本
人
研
究
者
の
活
躍

が
目
立
つ
。「
受
賞
す
る
我
々
３
人
は
ラ

ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
貢
献
度
の
高
い
方
が
何

十
人
も
お
ら
れ
る
」
と
同
じ
分
野
の
研
究

者
に
言
及
し
た
。「
今
関
心
を
持
っ
て
い

る
の
は
光
合
成
。二
酸
化
炭
素
と
水
か
ら
、

太
陽
の
光
で
炭
水
化
物
を
合
成
す
る
光
合

成
は
古
来
、
自
然
が
ず
っ
と
や
っ
て
い

る
」と
窓
外
の
日
比
谷
公
園
の
林
を
示
し
、

「
絶
対
に
必
要
な
の
は
金
属
の
触
媒
。
人

工
的
に
必
ず
で
き
ま
す
」と
夢
を
語
っ
た
。

　

触
媒
に
使
え
る
元
素
は
約
70
し
か
な

い
。「
２
種
類
の
元
素
を
使
え
ば
素
晴
ら

し
い
反
応
が
で
き
る
。
金
属
の
組
み
合
わ

せ
の
妙
を
50
年
か
け
て
実
証
し
て
き
た
」

「
周
期
律
表
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
欲
張

り
と
疑
い
深
さ
で
研
究
し
て
き
た
」「
研

究
は
個
人
力
に
大
き
く
頼
る
。
誰
で
も
で

き
る
。
出
る
く
い
を
伸
ば
し
て
い
く
方
が

全
体
を
引
っ
張
る
力
に
な
る
」
と
話
し
、

「
私
も
後
期
高
齢
者
入
り
し
た
が
、
80
歳

ま
で
数
年
あ
る
。
化
学
的
光
合
成
の
開
発

な
ど
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
た
。

　

共
同
通
信
編
集
委
員�

小
川　

明

▼
麻
薬
に
代
わ
り
拡
大
す
る
Ａ
Ｔ
Ｓ
犯
罪

　

東
ア
ジ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア

は
世
界
で
も

急
速
な
経
済

成
長
を
遂
げ

て
い
る
地
域

サ
ン
デ
ィ
ー
プ
・
チ
ャ
ウ
ラ　

国
連
薬
物
犯
罪

事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）政
策
分
析
・
広
報
部
長

��
・
25
（
木
）
記
者
会
見　

司
会　

高
畑
昭
男
委
員　

通
訳　

池
田
薫　

出
席　

25
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

タ
ミ
ン
が
中
心
で
、
地
域
内
の
押
収
量
は

こ
の
５
年
間
で
３
倍
に
増
え
て
い
る
。
さ

ら
に
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
Ｍ
Ｄ
Ｍ

Ａ
な
ど
の
合
成
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
は
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
は
5�

年
に
覚
せ
い
剤
取
締
法
が
制
定
さ
れ
規
制

さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
に
な
っ
て
使
用
が

再
び
広
が
っ
た
。
２
０
０
４
年
以
来
国
内

で
は
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
物

で
、
大
麻
は
二
番
目
に
な
っ
て
い
る
。
09

年
に
押
収
さ
れ
た
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
の

最
大
の
原
産
地
は
中
国
で
、
次
い
で
香

港
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
で
、

密
輸
は
こ
れ
ら
諸
国
に
加
え
南
ア
フ
リ

カ
、
ト
ル
コ
か
ら
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

09
年
の
薬
物
関
連
逮
捕
者
の
う
ち
メ
タ

ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
関
連
の
逮
捕
者
は
78
％
を

占
め
る
。
最
近
で
は
国
内
の
暴
力
団
と
イ

ラ
ン
の
密
売
集
団
が
国
外
の
密
輸
組
織
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

わ
が
国
は
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
に
対

す
る
支
援
国
に
な
っ
て
い
る
。
薬
物
犯
罪

が
ま
す
ま
す
国
際
的
組
織
で
行
わ
れ
る
時

代
に
な
り
、
製
造
、
密
輸
の
規
制
強
化
と

汚
染
対
策
は
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
一

層
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
参
与�

澤
井　

仁

だ
が
、
そ
の
裏
で
は
覚
せ
い
剤
の
汚
染
が

急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
国
連
薬
物
犯
罪

事
務
所
が
こ
の
ほ
ど
調
査
し
た
「
東
・
東

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
系

覚
せ
い
剤
（
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
の
薬
物
の
最

新
パ
タ
ー
ン
と
動
向
」
を
発
表
、
そ
の
概

要
を
チ
ャ
ウ
ラ
氏
が
会
見
し
た
。
同
氏
は

調
査
で
得
ら
れ
た
現
状
を
根
拠
に
し
た
対

策
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｓ
が
多
く
の
国
で
、
ヘ
ロ
イ
ン
、

大
麻
な
ど
の
麻
薬
に
代
わ
り
乱
用
拡
大
し

て
い
る
。
空
中
・
地
上
調
査
で
探
知
で
き

る
薬
物
用
植
物
と
違
い
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
ど
こ

で
も
合
成
で
き
る
た
め
に
発
見
し
づ
ら
い

か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
Ａ
Ｔ
Ｓ
製
造
に
必
要
な
前
駆
物
質

は
広
く
処
方
薬
に
利
用
さ
れ
る
物
質
で
、

医
薬
品
産
業
が
存
在
す
る
地
域
で
は
、
横

流
し
に
よ
る
不
正
製
造
が
し
や
す
い
。
Ａ

Ｔ
Ｓ
と
し
て
は
作
用
の
強
い
メ
タ
ン
フ
ェ
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茂も
て
き木　

守
ま
も
る　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長

▼
業
界
保
護
で
な
い
情
報
発
信
を

出
産
業
に
な
る
」
と
い
っ
た
根
拠
薄
弱
な

楽
観
論
に
も
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
。

　

半
面
、
農
家
を
大
量
動
員
し
、
鉢
巻
き

姿
で
反
対
を
叫
ぶ
Ｊ
Ａ
（
農
協
）
グ
ル
ー

プ
の
運
動
ス
タ
イ
ル
に
も
あ
ま
り
共
感
で

き
な
か
っ
た
。「
こ
の
姿
が
報
じ
ら
れ
る

ほ
ど
、
世
論
は
む
し
ろ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
傾

く
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
た
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
農
協
界
ト
ッ
プ
の
茂
木
守
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
会
長
が
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
前
に
何
を
語
る
か
。
大

い
に
注
目
し
た
が
、
や
や
消
化
不
良
気
味

に
終
わ
っ
た
印
象
は
否
め
な
い
。

　

米
豪
と
の
圧
倒
的
な
生
産
条
件
の
差
、

品
質
格
差
が
あ
っ
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
輸

入
の
増
加
、
経
済
指
標
に
は
表
れ
な
い
農

業
の
多
面
的
機
能
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
は
押

さ
え
て
い
た
が
、
本
来
目
指
す
べ
き
貿
易

　
「
平
成
の
開
国
」「
自
由
貿
易

と
農
業
再
生
は
両
立
で
き
る
」

と
い
っ
た
抽
象
論
が
先
行
す
る

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
参
加
問
題
。

個
人
的
に
は
「
そ
れ
が
果
た
し

て
開
国
な
の
か
」
と
疑
問
を
抱

き
「
自
由
化
す
れ
ば
農
業
は
輸

��
・
26
（
金
）
記
者
会
見　

司
会

小
此
木
潔
委
員　

出
席　

87
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

秩
序
や
農
業
保
護
の
在
り
方
、
国
内
農
業

の
体
質
強
化
へ
向
け
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
自

厳
し
い
指
摘
に
も
、
単
に
「
大
半
の
農
家

が
農
協
を
支
持
し
て
い
る
」「
農
協
も
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
農
協
が
な
ぜ
農
家
に
と
っ
て
必
要

な
存
在
な
の
か
、
現
在
の
農
協
の
ど
こ
に

問
題
が
あ
り
、
ど
う
改
革
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
を
、
も
う
少
し
具
体
的
に
示
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

会
見
に
は
時
間
の
制
約
も
あ
り
、
こ
れ

だ
け
で
判
断
す
る
の
は
厳
し
過
ぎ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
農
業
を
守
る
に
せ

よ
、
改
革
す
る
に
せ
よ
、
最
も
大
切
な
の

は
消
費
者
で
あ
り
納
税
者
で
も
あ
る
国
民

全
体
の
支
持
だ
ろ
う
。「
開
国
か
否
か
」

と
い
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
反
論
す
る
に

は
、
単
な
る
業
界
保
護
と
受
け
止
め
ら
れ

な
い
情
報
発
信
が
求
め
ら
れ
る
。

　

毎
日
新
聞
編
集
委
員�

行
友　

弥

身
の
取
り
組
み

な
ど
、
も
う
少

し
踏
み
込
ん
で

語
っ
て
ほ
し
か

っ
た
と
思
う
。

　

質
疑
で
出
た

「
農
協
は
農
家

の
敵
」
と
い
う

▼
革
命
後
、
最
大
の
転
換
点
に

　
「
い
わ
ば
『
横
綱
』
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と

中
国
、『
大
関
』
は
旧
宗
主
国
の
ス
ペ
イ

ン
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
し
ょ
う
か
」
─
─
。

キ
ュ
ー
バ
に
と
っ
て
重
要
度
の
高
い
国
を

「
相
撲
の
番
付
」
に
な
ぞ
ら
え
ラ
ン
キ
ン

グ
。
１
時
間
半
の
講
演
は
、
国
の
成
り
立

ち
か
ら
対
日
関
係
ま
で
「
こ
の
際
、
キ
ュ

ー
バ
の
す
べ
て
を
知
っ
て
！
」
と
い
う
、

持
ち
前
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。

　

06
年
、
腸
内
出
血
で
死
線
を
さ
ま
よ
っ

た
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
前
国
家
評
議
会

議
長
。
世
界
広
し
と
い
え
ど
も
、
や
れ
立

っ
た
、
歩
い
た
、
し
ゃ
べ
っ
た
と
、
そ
の

一
挙
手
一
投
足
が
話
題
に
な
る
の
は
こ
の

人
し
か
い
な
い
。
社
会
主
義
の
時
代
は
遠

く
に
な
り
に
け
り
。
し
か
し
、
今
も
人
々

は
キ
ュ
ー
バ
と
フ
ィ
デ
ル
に
惹
か
れ
続
け

る
。
大
使
も
そ
ん
な
一
人
だ
ろ
う
。

西に
し
ば
や
し林　

万ま

す

お
寿
夫　
駐
キ
ュ
ー
バ
大
使

��
・
26
（
金
）
研
究
会
「
大
使
に
聞
く
」　

司
会

川
村
晃
司
委
員　

出
席　

37
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

き
立
て
る
。
し
か
し
大
使
は
「
カ
ス
ト
ロ

の
演
説
は
内
政
に
触
れ
な
い
し
、
ラ
ウ
ル

も
重
要
案
件
に
つ
い
て
は
病
床
の
兄
に
相

談
し
て
い
る
」
と
否
定
し
た
。

　

経
済
が
困
窮
し
て
も
、
な
ぜ
キ
ュ
ー
バ

は
生
き
延
び
て
い
る
の
か
？　

こ
れ
に
つ

い
て
は
「
赤
い
貴
族
＝
特
権
階
級
」
が
存

在
せ
ず
、
国
民
の
恨
み
を
買
わ
な
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、「
米
国
の
制
裁
こ
そ
が
求

心
力
を
高
め
カ
ス
ト
ロ
の
味
方
を
し
て
き

た
」
と
逆
説
的
に
解
説
し
て
み
せ
た
。

　

た
だ
、
そ
ん
な
キ
ュ
ー
バ
も「
革
命
後
、

最
大
の
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
」
と
断
言

す
る
。
キ
ュ
ー
バ
は
〝
愛
人
〟
の
よ
う
だ

と
言
う
人
が
い
た
。
独
立
後
は
米
国
に
依

存
す
る
が
、
革
命
で
袖
に
す
る
と
、
今
度

は
ソ
連
に
ぴ
た
り
と
寄
り
添
う
。
た
だ
、

そ
の
パ
ト
ロ
ン
も
金
が
尽
き
る
と
、
今
度

は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
乗
り
換
え
て
…
…
。

　

そ
し
て
今
度
は
、
新
た
な
パ
ト
ロ
ン
に

腕
を
絡
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
米
国
と
ヨ

リ
を
戻
す
の
か
。
か
の
地
で
は
大
好
き
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｄ
も
入
手
困
難
で
不
満

で
し
ょ
う
が
、
も
う
少
し
キ
ュ
ー
バ
の
行

く
末
を
見
届
け
、
ま
た
解
説
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

日
本
経
済
新
聞
前
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
局
長

岩
城　

聡

　

昨
今
の
、

カ
ス
ト
ロ
の

表
舞
台
へ
の

復
活
を
「
弟

ラ
ウ
ル
と
の

確
執
」
と
マ

ス
コ
ミ
は
書
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第
191
回
施
設
運
営
委
員
会

（
��
・
��　

小
会
議
室
）

　

９
月
、
�0
月
の
ア
ラ
ス
カ
売
り
上
げ
と
貸

室
利
用
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
。

出
席　

上
松
委
員
長
、
國
府
、
佐
藤
、
阿
部
、

塚
田
の
各
委
員
。

第
317
回
会
報
委
員
会

（
��
・
�2　

小
会
議
室
）

　

��
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、
�2

月
号
と
１
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席　

住
田
委
員
長
、
大
谷
、
小
西
、
近
藤
、

菅
谷
の
各
委
員
。

第
399
回
会
員
資
格
委
員
会

（
��
・
�8　

小
会
議
室
）

　

�2
月
１
日
付
の
会
員
入
退
会
を
審
議
し
、

理
事
会
に
答
申
し
た
。

会
議
報
告

出
席　

白
石
委
員
長
、
梅
田
、
布
施
、
松
田
、

梅
野
、
井
上
、
山
本
、
工
藤
の
各
委
員
。

第
403
回
企
画
委
員
会

（
��
・
�9　

大
会
議
室
）

　

司
会
担
当
の
委
員
が
行
事
を
報
告
し
た

後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
を
協
議
し
た
。

出
席　

船
橋
委
員
長
、
小
此
木
、
星
、
倉
重
、

橋
本
、
濱
本
、
脇
、
原
田
、
高
畑
、
西
川
、

長
谷
川
、
神
志
名
、
和
田
、
泉
の
各
委
員
。

第
102
回
総
務
委
員
会

（
��
・
25　

小
会
議
室
）

　

ク
ラ
ブ
会
員
の
拡
充
問
題
に
つ
い
て
前
回

に
引
き
続
き
協
議
、
拡
充
案
を
ま
と
め
た
。

出
席　

朝
比
奈
委
員
長
、
斎
藤
理
事
長
、
今

井
副
理
事
長
、
岩
崎
専
務
理
事
、
白
石
、
星

野
、
久
保
、
上
松
、
小
櫃
、
鳥
居
の
各
委
員
。

か
結
果
が
出
た
ら
、
そ
れ
を
自
分
の
考
え

で
ネ
ジ
曲
げ
て
い
く
の
で
な
く
、
そ
れ
に

対
し
て
素
直
に
謙
虚
に
考
え
て
い
く
態
度

▼
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
も
不
十
分
。
そ

こ
に
、
幸
運
の
女
神
が
た
ま
た
ま
ほ
ほ
え

む
と
き
に
、
大
変
な
成
果
が
生
ま
れ
る
。

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
努
力
し
な

け
れ
ば
、
絶
対
に
幸
運
が
生
ま
れ
る
こ
と

は
な
い
。
そ
う
学
生
に
は
話
し
て
き
た
、

と　

▼
そ
ん
な
鈴
木
さ
ん
で
も
、
へ
た
る

と
き
も
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
と
き
も

当
然
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
と
き
は
学

生
た
ち
と
愉
快
に
一
晩
酒
を
飲
ん
で
、
翌

日
、
ま
た
集
中
し
て
再
挑
戦
し
た
よ
う
だ
。

�

（
玄
）

意
味
で
は
平
等
に
。
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

や
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
、
銀
行
や
商

業
に
携
わ
る
人
に
も
、
記
者
の
皆
さ
ん
に

も
、
そ
れ
は
あ
る
、
と　

▼
で
も
、
そ
れ

を
う
ま
く
生
か
す
に
は
、
次
の
３
つ
が
欠

か
せ
な
い
。
第
１
は
注
意
深
い
こ
こ
ろ
。

第
２
は
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
努
力
す
る
精

神
。
第
３
は
も
の
に
対
す
る
謙
虚
さ
。
何

　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
鈴
木
章
・
北

大
名
誉
教
授
（
��
・
１
）。
大
き
な

発
見
は
偶
然
か
ら
や
っ
て
く
る
と
い

う
よ
う
な
意
味
で
、
昔
か
ら
科
学
者

は
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
、
と　

▼
幸
運
が
や
っ
て
く
る
チ
ャ
ン
ス

は
、
人
間
だ
れ
に
で
も
あ
る
。
あ
る

セレンディピティ

▼
首
相
の
真
珠
湾
弔
問
で
同
盟
の
深
化
を

　

共
同
通
信

ワ
シ
ン
ト
ン

支
局
長
な
ど

日
米
関
係
を

半
世
紀
に
わ

た
っ
て
ウ
オ

ッ
チ
し
続
け

松ま
つ
お尾　

文ふ
み
お夫

氏　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

��
・
29
（
月
）
研
究
会
「
日
米
中
」
⑯　

司
会　

会
田
弘
継
委
員　

出
席　

88
人　

Ｈ
Ｐ
動
画

半
世
紀
を
迎
え
た
今
年
、
普
天
間
飛
行
場

移
設
問
題
な
ど
で
傷
つ
い
た
よ
う
に
み
え

る
同
盟
関
係
を
深
化
さ
せ
る
契
機
に
な
る

と
信
じ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ル
ー
ス
駐
日
米
大
使
が
今

夏
、
初
め
て
広
島
の
平
和
記
念
式
典
に
参

列
し
た
。「
あ
れ
は
本
国
の
指
示
で
は
な

く
、
大
使
自
身
の
発
案
と
い
わ
れ
る
」
と

明
か
し
た
。
米
本
国
で
オ
バ
マ
大
統
領
の

支
持
率
は
低
下
し
、「
謝
罪
に
つ
な
が
る
」

と
い
う
国
内
の
反
発
を
押
し
て
の
大
使
の

参
列
。「
日
本
も
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
発
想
で
や
っ
て
い
か
ね
ば
」

　

戦
時
中
、
疎
開
先
の
福
井
で
空
襲
を
経

験
し
た
。
Ｂ
29
が
投
下
し
た
焼
夷
弾
が
不

発
だ
っ
た
た
め
に
「
生
き
残
っ
た
」
と
い

う
体
験
が
、
日
米
報
道
に
か
か
わ
る
原
点

だ
。
今
回
の
講
演
も
ま
ず
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と

か
ら
始
め
た
。「
全
面
講
和
か
単
独
講
和

か
国
論
が
別
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
な

ど
と
の
交
渉
を
き
ち
ん
と
し
な
か
っ
た
ツ

ケ
が
い
ま
出
て
き
て
い
る
」。
そ
う
い
え

ば
来
年
は
、
講
和
条
約
締
結
60
周
年
に
当

た
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
外
交
の
ツ
ケ
に
直
面

す
る
節
目
の
年
な
の
で
あ
る
。

　

毎
日
新
聞
社
会
部
編
集
委
員　滝

野　

隆
浩

た
松
尾
氏
は
、
い
っ
た
ん
経
営
側
に
身
を

置
い
た
あ
と
、
02
年
に
現
場
復
帰
を
宣
言

し
た
。
世
界
各
地
を
渡
り
歩
き
な
が
ら
論

文
を
発
表
し
続
け
る
77
歳
の
口
調
は
、
穏

や
か
だ
が
示
唆
に
富
み
、
聞
い
て
い
て
胸

の
す
く
思
い
が
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
近
著
『
オ
バ
マ
大
統
領
が

ヒ
ロ
シ
マ
に
献
花
す
る
日
』（
小
学
館
）

に
あ
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
と
の
和
解
問

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
米
大
統
領
が
被

爆
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い

る
。
そ
の
前
提
と
し
て
中
国
、
韓
国
と
真

の
意
味
で
の
歴
史
和
解
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

だ
が
、
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念

館
を
歴
代
首
相
が
一
度
も
訪
れ
た
こ
と
の

な
い
事
実
を
挙
げ
、
首
相
の
次
の
訪
米
を

「
真
珠
湾
弔
問
」
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と

提
案
す
る
。
そ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
が
、
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「
核
兵
器
廃
絶
と
人
類
滅
亡
の
ど
ち
ら

が
先
か
」。
表
題
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

核
の
脅
威
が
身
近
に
忍
び
寄
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
製
作
会
社
は
地

球
温
暖
化
問
題
へ
の
関
心
を
世
界
的
に
高

め
た
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」
を
手
掛
け

た
と
こ
ろ
と
同
じ
。

　

骨
太
の
テ
ー
マ
に
う
っ
て
つ
け
の
製
作

陣
で
臨
ん
だ
わ
け
だ
が
、
核
問
題
と
い
う

「
目
に
見
え
な
い

恐
怖
」
を
ど
の
よ

う
に
世
界
中
の

人
々
に
訴
え
る
の

か
と
い
う
命
題

は
、
ク
リ
ア
さ
れ

な
い
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
い

う
印
象
が
残
っ
た
。

　

消
化
不
良
感
の

主
因
は
問
題
の
見

せ
方
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
圧
倒

的
な
数
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
つ
な
げ
る
の

を
基
本
線
に
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
手
法

を
貫
い
て
は
い
る
。

　

そ
れ
で
も
核
の
恐
怖
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。
カ
ー
タ
ー
元
米
大
統
領
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
元
ソ
連
大
統
領
を
は
じ
め
と
し
た
超

大
物
も
登
場
し
、
米
ソ
が
核
戦
争
の
瀬
戸

際
に
あ
っ
た
こ
と
も
描
き
出
し
て
は
い
る
。

こ
う
し
た
証
言
の
重
要
性
を
否
定
す
る
つ

も
り
は
な
い
が
、
現
場
の
ル
ポ
を
も
っ
と

交
え
な
い
と
製
作
側
が
視
聴
者
を
特
定
方

向
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
と

疑
っ
て
し
ま
う
。

　

テ
ー
マ
を
「
核
の
闇
市
場
」
に
絞
っ
た

こ
と
は
、
核
不
拡
散
問
題
を
１
時
間
半
の

映
画
に
編
集
す
る
う
え
で
悪
く
は
な
い
。

核
関
連
の
物
質
・
技
術
・
部
品
の
ず
さ
ん

な
管
理
状
態
を
指
摘
し
、
密
輸
の
実
態
を

浮
き
彫
り
に
し
て
は

い
る
。

　

そ
れ
で
も
何
か
足

り
な
い
。
核
問
題
に

は
オ
バ
マ
米
大
統
領

に
よ
る
昨
春
の
プ
ラ

ハ
演
説
の
後
、
楽
観

論
が
漂
い
始
め
た
。

し
か
し
、
オ
バ
マ
氏

だ
け
で
な
く
、
製
作

陣
も
広
島
と
長
崎
を

訪
問
し
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
。

　

こ
の
映
画
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
被
爆

の
悲
惨
さ
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
な
の
だ
。

深
刻
な
テ
ー
マ
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

描
き
な
が
ら
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
て
は
か
え
っ
て
危
険
だ
ろ
う
。

　

日
経
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
経
済
解
説
部
次
長

桜
庭　

薫

クラブゲスト試　写　会

被爆の悲惨さの現実感は？

©
20�0�N

U
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T
A
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,�LLC.

カウントダウンＺＥＲＯ 11.15

　

取
材
、
報
道
、
評
論
活
動
な
ど
を
通
じ
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
顕
著
な
業
績
を
あ

げ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
信
用
と
権
威
を
高

め
た
個
人
を
「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
」
候
補

と
し
て
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

　
「
選
考
基
準
」
は
左
記
の
通
り
で
す
。

①
現
役
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
に
与
え
ら
れ

る
賞
で
あ
る
（
現
役
と
い
う
意
味
は
現
に
活

動
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
故
人
は
対
象
と

し
な
い
）。

②
ス
ク
ー
プ
賞
で
は
な
く
、
特
に
最
近
数
年

間
の
業
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
。

③
そ
の
存
在
お
よ
び
業
績
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
活
性
化
と
成
熟
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
よ
う
な
個
人
を
顕
彰
す
る
。

　

会
員
お
よ
び
会
員
社
に
属
す
る
方
々
が
候

補
有
資
格
者
で
す
。
所
定
の
推
薦
書
が
あ
り

ま
す
。
参
考
資
料
の
提
出
な
ど
詳
細
は
事
務

局
（
３
５
０
３
─
２
７
５
２　

長
谷
川
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

「
ク
ラ
ブ
賞
」
候
補
者

　
　
　

推
薦
の
締
切
は
１
月
31
日

マ
イ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

マ
イ
Ｐ
Ｒ

朝
鮮
半
島
２
０
１　

年
鈴
置　

高
史

（
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
）

不
気
味
な
ア
ジ
ア
の
近
未
来
を
小
説
で　

メ
デ
ィ
ア
は
ニ
ュ
ー
ス
が
発
生
し
た
後
に

「
な
ぜ
、起
き
た
か
」を
説
明
す
る
。
だ
が
、

そ
れ
で
は
も
う
間
に
合
わ
な
い
。
物
事
の

展
開
が
速
く
な
り
、
解
説
を
読
ん
で
も
ら

っ
た
時
に
は
「
手
遅
れ
」
だ
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
「
近
未
来
」
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
形
式
で
書
き
「
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り

う
る
」現
在
の
危
う
い
構
造
を
説
明
し
た
。

　

書
き
終
わ
っ
た
瞬
間
に
尖
閣
と
延ヨ

ン
ピ
ョ
ン
ド

坪
島

の
事
件
が
起
き
た
。
中
国
が
韓
国
の
社
債

を
大
量
に
買
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

我
な
が
ら
不
気
味
な
物
語
に
な
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社　

１
、
９
９
５
円
）

現
代
ロ
シ
ア
を
見
る
眼

山
内　

聡
彦
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主
幹
）

プ
ー
チ
ン
10
年
の
総
合
的
な
分
析　

メ
ド

ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
北
方
領
土
訪
問
を

き
っ
か
け
に
日
ロ
関
係
が
風
雲
急
を
告
げ

る
中
、
ロ
シ
ア
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

再
び
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
書
は

「
プ
ー
チ
ン
の
�0
年
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

現
代
ロ
シ
ア
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
出
身
の
無
名
の
プ
ー
チ

ン
が
連
邦
崩
壊
後
、
混
乱
を
極
め
た
ロ
シ

ア
を
い
か
に
し
て
立
て
直
し
た
の
か
、
そ

し
て
そ
の
功
罪
を
ど
う
見
る
の
か
。
本
書

は
新
生
ロ
シ
ア
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た

プ
ー
チ
ン
の
�0
年
の
総
合
的
な
分
析
に
挑

む
も
の
で
あ
る
。
木
村
汎
、
袴
田
茂
樹
両

氏
と
の
共
著
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

１
、
２
６
０
円
）
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��
月
26
日
深
夜
、
参
院
本
会
議
で
仙
谷

官
房
長
官
に
対
す
る
問
責
決
議
案
が
可
決

さ
れ
た
。
閣
僚
席
で
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ
し

た
仙
谷
氏
は
、
群
が
る
記
者
団
に
「
ノ
ー

コ
メ
ン
ト
」
と
一
言
発
し
た
だ
け
で
国
会

を
後
に
し
た
。

　

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
中
堅
・
若
手
議
員
の

多
い
民
主
党
に
あ
っ
て
、
仙
谷
氏
は
番
記

者
と
の
間
に
緊
張
感
を
漂
わ
せ
る
数
少
な

い
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
だ
。
知
識
欲
が
旺
盛

で
、
野
党
時
代
は
議
員
会
館
の
自
室
に
山

積
み
と
な
っ
た
書
籍
や
雑
誌
に
目
を
通
し

て
は
、「
こ
れ
、
読
ん
だ
か
」
と
記
者
に

議
論
を
吹
っ
掛
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ

っ
た
。
答
え
に
窮
す
る
と
、「
今
の
若
い

の
は
勉
強
が
足
り
ん
よ
」
と
叱
責
さ
れ
る

の
も
常
だ
っ
た
。

　

か
と
思
え
ば
阿
波
弁
で
き
つ
い
ジ
ョ
ー

ク
を
飛
ば
し
、
眼
鏡
の
奥
で
ニ
ヤ
リ
と
目

を
細
め
る
。
仙
谷
氏
の
旧
友
に
よ
れ
ば
、

「
丸
坊
主
で
い
た
ず
ら
好
き
だ
っ
た
仙
谷

少
年
」
の
面
影
は
、
64
歳
に
な
っ
た
今
も

色
濃
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
生
来
の
話

し
好
き
と
面
倒
見
の
良
さ
か
ら
、「
仙
ち

ゃ
ん
」「
親
分
」
な
ど
と
呼
ん
で
慕
う
議

員
も
多
い
。

　

そ
ん
な
仙
谷
氏
が
、
最
近
は
マ
ス
コ
ミ

を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ぶ
ら
下
が
り
減
り
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に

　

官
房
長
官
に
就
任
し
た
直
後
に
比
べ
、

夜
回
り
や
オ
フ
レ
コ
の
ぶ
ら
下
が
り
で
記

者
の
質
問
に
応
じ
る
回
数
は
極
端
に
減
っ

た
。毎
日
２
回
行
わ
れ
る
記
者
会
見
で
も
、

「
い
ま
申
し
上
げ
た
通
り
」
と
ぶ
っ
き
ら

ぼ
う
に
繰
り
返
し
た
り
、
質
問
を
は
ぐ
ら

か
し
て
煙
に
巻
く
場
面
が
目
立
つ
。
就
任

当
初
に
は
あ
っ
た
余
裕
が
感
じ
ら
れ
ず
、

眉
間
に
深
い
し
わ
を
寄
せ
た
仙
谷
氏
の

「
強こ

わ
も
て面
」ば
か
り
が
紙
面
や
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

輪
を
か
け
た
の
が
、
臨
時
国
会
で
の
相

次
ぐ
「
失
言
」
だ
。
仙
谷
氏
は
政
府
参
考

人
と
し
て
出
席
し
た
官
僚
に
「
将
来
を
傷

つ
け
る
」
と
ど
う
喝
ま
が
い
の
発
言
を
し

た
り
、国
会
内
で
の
写
真
取
材
を「
盗
撮
」

野
党
か
ら
の
執
拗
な
追
及
の
防
波
堤
役
を

買
っ
て
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ

る
。
２
０
０
２
年
に
が
ん
を
患
っ
て
胃
を

全
摘
手
術
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
相
当

疲
れ
て
い
る
」（
閣
僚
の
１
人
）
と
か
ば

う
声
も
あ
る
。

　

中
傷
合
戦
に
終
止
符
を

　

仙
谷
氏
は
最
近
、「
記
者
会
見
で
も
国

会
質
問
で
も
、
自
分
の
考
え
を
明
ら
か
に

し
て
か
ら
私
に
質
問
し
て
ほ
し
い
」
と
、

ぼ
や
い
て
い
る
と
い
う
。
仙
谷
氏
の
理
想

と
す
る
「
熟
議
の
民
主
主
義
」
に
は
程
遠

い
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　

た
だ
、低
調
な
論
戦
を
招
い
た
一
因
は
、

仙
谷
氏
が
謝
罪
や
撤
回
に
追
い
込
ま
れ
て

も
、
な
お
不
満
を
あ
ら
わ
に
す
る
攻
撃
的

な
姿
勢
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
不
毛
な
中

傷
合
戦
や
押
し
問
答
に
終
止
符
を
打
つ
た

め
に
は
、
仙
谷
氏
が
も
う
一
度
自
ら
の
言

動
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
「
私
は
こ
う
考
え
る
が
、
仙
谷
さ
ん

は
？
」

　

百
戦
錬
磨
の
一
言
居
士
に
真
正
面
か
ら

論
戦
を
挑
み
、
丁
々
発
止
の
受
け
応
え
に

胸
躍
ら
せ
る
─
─
。
そ
ん
な
生
き
生
き
と

し
た
熟
議
の
場
を
取
材
現
場
で
も
早
く
取

り
戻
し
た
い
。

と
表
現
し
た
。
自
衛
隊
を
「
暴
力
装
置
」

と
表
現
し
た
こ
と
も
、
野
党
か
ら
痛
烈
な

批
判
を
浴
び
た
。
内
閣
の
要
で
あ
る
自
ら

が
度
重
な
る
謝
罪
と
撤
回
を
迫
ら
れ
、
野

党
に
対
し
て
や
す
や
す
と
攻
撃
材
料
を
与

え
て
し
ま
っ
た
。

　

と
り
わ
け
問
題
な
の
が
盗
撮
発
言
だ
。

「
厳
秘
」
と
書
か
れ
た
資
料
を
予
算
委
員

会
室
内
で
無
防
備
に
取
り
出
し
た
と
こ
ろ

あ
ず
ま
・
た
け
お　

１
９
９
５
年
入
社　

長
野

支
局
を
経
て
２
０
０
１
年
か
ら
政
治
部�　

�0
年

６
月
か
ら
仙
谷
官
房
長
官
番

百
戦
錬
磨
の
一
言
居
士　

仙
谷
番

▼
東　

武
雄

（
読
売
新
聞
社
政
治
部
）

熟
議
の
場
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
よ

を
撮
影
さ
れ
た
仙
谷
氏
は
、
責
任
を
報
道

側
に
転
嫁
し
、
国
会
内
で
の
撮
影
規
則
の

見
直
し
に
ま
で
言
及
し
た
。「
報
道
の
自

由
」を
脅
か
す
か
の
よ
う
な
言
動
に
対
し
、

日
本
新
聞
協
会
在
京
８
社
写
真
部
長
会
は

陳
謝
と
発
言
修
正
な
ど
を
求
め
る
抗
議
書

を
提
出
し
た
。

　

同
情
の
余
地
も
な
く
は
な
い
。
仙
谷
氏

は「
守
り
」が
苦
手
な
菅
首
相
に
代
わ
り
、

仙
谷
さ
ん

衆院予算委員会開会前にカメラマン席を指さ
す仙谷官房長官　左は目をつぶる菅首相
（��.��5）＝鷹見安浩記者撮影
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「
デ
モ
参
加
者
が
暴
徒
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
と
分
か
っ
た
ら
殺
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。
現
場
を
離
れ
ま
す
」。
�0
月
�7
日
夜
、

中
国
四
川
省
綿
陽
市
で
反
日
デ
モ
を
取
材

し
て
い
た
記
者
か
ら
電
話
で
受
け
た
報
告

は
、
緊
張
と
恐
怖
か
ら
か
、
声
が
極
度
に

上
ず
っ
て
い
た
。

　

９
月
７
日
に
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
付
近

で
中
国
漁
船
衝
突
事
件
が
起
き
て
以
来
、

中
国
側
の
強
硬
な
反
発
と
対
抗
措
置
、
建

設
会
社
フ
ジ
タ
社
員
の
拘
束
、
各
地
の
反

日
デ
モ
な
ど
日
中
関
係
を
揺
る
が
す
大
き

な
出
来
事
が
相
次
い
だ
。
さ
ら
に
、
習
近

平
国
家
副
主
席
が
次
期
最
高
指
導
者
と
し

て
事
実
上
確
定
す
る
一
方
、民
主
活
動
家
、

劉
暁
波
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
決
定

も
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
中
国
報
道
は
２
カ

月
余
り
、
１
面
ト
ッ
プ
級
の
大
ニ
ュ
ー
ス

を
追
い
か
け
続
け
た
。

　

記
者
が
ま
さ
に
「
死
ぬ
思
い
」
ま
で
し

た
一
連
の
報
道
は
、
中
国
で
の
現
場
取
材

の
重
要
性
と
難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感

さ
せ
て
く
れ
た
と
言
え
る
。

　

中
国
各
地
で
相
次
い
だ
今
回
の
大
規
模

な
反
日
デ
モ
は
、
四
川
省
成
都
市
な
ど
３

都
市
で
�0
月
�6
日
に
起
き
た
デ
モ
が
発
端

だ
っ
た
。当
初
は
成
都
の
情
報
し
か
な
く
、

す
ぐ
に
中
国
総
局
（
北
京
）
の
記
者
と
カ

メ
ラ
マ
ン
、
上
海
支
局
の
記
者
を
現
地
に

派
遣
す
る
手
配
を
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し

て
陝
西
省
西
安
市
で
も
起
き
た
と
の
情
報

が
あ
り
、
上
海
支
局
記
者
の
行
き
先
を
西

安
に
変
更
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
中
国
国
営

通
信
の
新
華
社
が
河
南
省
鄭
州
市
で
も
発

生
し
た
こ
と
を
伝
え
た
が
、
休
日
で
も
あ

り
、
３
カ
所
目
に
記
者
を
出
す
余
裕
は
な

か
っ
た
。

　

目
と
耳
で
直
接
確
認
す
る
し
か
…

　

共
産
党
宣
伝
部
の
方
針
で
翌
�7
日
以
降

は
中
国
メ
デ
ィ
ア
が
デ
モ
を
報
じ
な
く
な

っ
た
た
め
、
取
材
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
書
き
込
み
と
現
場
取
材
だ
け
が
頼
り
と

な
っ
た
。
不
確
か
な
ネ
ッ
ト
情
報
を
手
掛

か
り
に
、
広
大
な
中
国
で
デ
モ
を
取
材
す

る
に
は
、
空
振
り
を
覚
悟
で
各
地
に
記
者

族
自
治
区
銀
川
市
で
小
規
模
デ
モ
が
あ
っ

た
と
の
情
報
が
あ
る
が
、
現
地
入
り
し
て

い
た
わ
が
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
そ
の
時
間

帯
に
警
察
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
た
め
、
状

況
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
実
情
だ
。

　

国
内
メ
デ
ィ
ア
へ
の
規
制
強
ま
る

　

海
外
支
局
の
中
で
、
中
国
ほ
ど
現
場
取

材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
国
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
中
国
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心

が
一
段
と
強
ま
る
中
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
取
材
制
限
が
緩
む
一
方
で
国
内
メ

デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
報
道
規
制
は
強
化

さ
れ
、
中
国
当
局
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い

ニ
ュ
ー
ス
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
が
現
場
に
行
っ

て
確
認
す
る
作
業
が
必
要
に
な
る
か
ら
だ
。

　

わ
が
総
局
の
岩
崎
稔
カ
メ
ラ
マ
ン
が
今

年
５
月
に
訪
中
し
た
北
朝
鮮
の
金
正
日
総

書
記
の
鮮
明
な
写
真
を
ス
ク
ー
プ
し
て
新

聞
協
会
賞
を
受
賞
で
き
た
の
は
、
間
近
で

取
材
し
て
い
る
新
華
社
な
ど
の
中
国
メ
デ

ィ
ア
が
当
局
の
許
可
が
出
る
ま
で
報
道
し

な
か
っ
た
た
め
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
劉

暁
波
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と
岩
崎
カ
メ

ラ
マ
ン
の
新
聞
協
会
賞
は
、
い
ず
れ
も
こ

の
国
の
特
殊
な
政
治
体
制
が
与
え
て
く
れ

た
と
も
い
え
、
共
産
党
の
一
党
独
裁
が
続

く
限
り
、
中
国
で
の
現
場
取
材
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

や
カ
メ
ラ
マ
ン
を
派
遣
し
、
わ
れ
わ
れ
の

目
と
耳
で
情
報
を
直
接
確
認
す
る
し
か
方

法
が
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
新
聞
紙
面
で
見
る
限
り
、
綿
陽

で
の
デ
モ
が
暴
徒
化
し
た
様
子
を
直
接
取

材
で
き
た
の
は
わ
が
社
だ
け
だ
っ
た
よ
う

だ
。
現
地
入
り
し
て
デ
モ
を
取
材
し
た
新

聞
社
も
あ
っ
た
が
、
暴
徒
化
す
る
前
に
記

者
が
引
き
揚
げ
た
ら
し
い
。
後
か
ら
現
地

入
り
し
た
別
の
記
者
は
、
片
付
け
ら
れ
た

現
場
の
写
真
し
か
撮
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。
粘
り
強
く
、
そ
し
て
命
懸
け
の
取
材

で
写
真
を
撮
っ
て
雑
観
を
書
い
た
記
者

に
、
今
も
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

　

反
日
デ
モ
の
取
材
は
そ
の
後
も
続
い

た
。
翌
週
末
23
、
24
日
は
ネ
ッ
ト
上
の
デ

モ
呼
び
掛
け
を
も
と
に
江
蘇
省
南
京
市
、

甘
粛
省
蘭
州
市
、山
東
省
渮
沢
市
に
記
者
、

カ
メ
ラ
マ
ン
を
出
す
手
配
を
し
た
が
、
直

前
に
な
っ
て
計
�0
カ
所
以
上
で
呼
び
掛
け

が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
慌
て
て
河
南
省
開

封
市
、
陝
西
省
宝
鶏
市
も
取
材
先
に
加
え

た
。
南
京
、
渮
沢
、
開
封
は
空
振
り
だ
っ

た
が
、
蘭
州
、
宝
鶏
で
は
デ
モ
が
発
生
。

宝
鶏
で
の
デ
モ
は
反
政
府
ス
ロ
ー
ガ
ン
も

混
じ
っ
て
お
り
、
現
場
に
取
材
要
員
を
出

し
て
い
な
け
れ
ば
、
他
社
に
後
れ
を
取
り

か
ね
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

記
者
が
現
場
に
行
っ
て
い
な
い
他
の
地

方
で
デ
モ
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
実
は

今
も
分
か
ら
な
い
。
３
週
目
に
も
寧
夏
回

か
と
う
・
や
す
し　

１
９
８
５
年
入
社　

経
済

部　

中
国
総
局
な
ど
を
経
て　

２
０
０
８
年
か

ら
中
国
総
局
長

反
日
デ
モ　

中
国
総
局
総
力
戦

▼
加
藤　

靖
志

（
共
同
通
信
社
中
国
総
局
長
）

不
確
か
な
ネ
ッ
ト
情
報
を
手
掛
か
り
に
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１
２
０
キ
ロ
。
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し

て
日
本
一
の
距
離
だ
。
も
と
も
と
採
算
性

が
低
く
、
沿
線
の
人
口
減
少
、
自
家
用
車

へ
の
転
向
で
経
営
状
況
は
極
め
て
厳
し

い
。
旅
客
輸
送
を
同
社
が
担
い
、
県
が
レ

ー
ル
な
ど
を
所
有
す
る
上
下
分
離
方
式
を

採
用
。
県
は
実
質
的
な
赤
字
分
と
な
る
年

間
�6
億
円
を
負
担
す
る
。

　

地
域
の
魅
力
再
発
見
の
チ
ャ
ン
ス
に

　

東
海
道
新
幹
線
な
ど
地
方
負
担
が
な
か

っ
た
ケ
ー
ス
と
は
事
情
が
異
な
り
、
こ
の

新
幹
線
開
業
は
総
額
１
５
０
０
億
円
に
も

上
る
財
政
負
担
と
い
う
痛
み
を
県
民
が
強

い
ら
れ
て
き
た
歴
史
の
上
に
成
り
立
っ
た

も
の
だ
。
今
後
も
函
館
延
伸
に
向
け
た
北

海
道
新
幹
線
の
工
事
が
本
格
化
す
る
と
県

負
担
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
並
べ
て
し
ま
っ
た

　

�2
月
４
日
、
東
北
新
幹
線
が
全
線
開
業

し
、
東
京
か
ら
青
森
市
ま
で
高
速
鉄
道
の

動
脈
が
つ
な
が
っ
た
。
開
業
時
、
東
京
─

新
青
森
駅
間
は
最
短
３
時
間
20
分
（
現
行

は
約
４
時
間
）
で
結
ば
れ
る
。

　

１
９
７
２
年
の
盛
岡
（
岩
手
県
）
以
北

基
本
計
画
決
定
か
ら
実
に
38
年
、
新
青
森

駅
開
業
は
長
く
「
県
民
の
悲
願
」
に
位
置

付
け
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
開
業
に
当
た
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

俳
優
・
三
浦
春
馬
さ
ん
を
起
用
し
た
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
を
首
都
圏
や
青
森
県
内
で
連
日
放

映
。
県
や
県
観
光
連
盟
は
��
月
上
旬
、
東

京
・
表
参
道
の
目
抜
き
通
り
で
青
森
ね
ぶ

た
運
行
を
敢
行
し
、
新
幹
線
開
業
と
青
森

観
光
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
だ
と
さ
ぞ
か
し
県
内
も
歓
迎

ム
ー
ド
一
色
に
染
ま
り
、
大
盛
り
上
が
り

か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ

か
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
青
森
市
民
の
反
応

は
い
ま
ひ
と
つ
。

　
「
約
38
年
、
待
ち
く
た
び
れ
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
」「
も
う

新
幹
線
で
騒
ぐ
時
代
じ
ゃ
な
い
よ
」

　

理
由
の
一
つ
に
は
新
青
森
駅
が
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
機
能
を
果
た
す
の
は
５
年
間
だ
け

と
い
う
背
景
も
あ
る
。
新
幹
線
は
２
０
１

５
年
に
は
函
館
ま
で
延
伸
す
る
。
将
来
の

通
過
駅
化
の
懸
念
が
先
に
立
つ
と
い
う
わ

け
だ
。

　

ま
た
、
並
行
在
来
線
・
青
い
森
鉄
道
の

経
営
も
大
き
な
課
題
。
Ｊ
Ｒ
が
経
営
上
、

維
持
で
き
な
い
と
判
断
し
た
東
北
線
を
地

元
が
引
き
継
ぐ
。

　

岩
手
県
と
の
県
境
か
ら
青
森
市
ま
で
の

（ ）

東北新幹線全線開業

５年間だけのターミナル
〜重い県民負担だが〜

■阿部　泰起
（東奥日報社政経部）

青　森　発

す
る
な
ど
一
躍
全
国
区
に
。
今
回
も
「
十

和
田
バ
ラ
焼
き
」「
黒
石
つ
ゆ
や
き
そ
ば
」

な
ど
隠
れ
た
名
物
が
人
気
を
呼
び
、
県
民

が
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
契
機
に
な

っ
て
い
る
。

　

開
業
当
日
は
、
ね
ぶ
た
運
行
や
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
県
内
各
地
で
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。
来
年
４
月
か
ら

Ｊ
Ｒ
各
社
は
青
森
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

展
開
。
学
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
各

種
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も
多
数
予
定
さ
れ
、

県
内
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
こ
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
��
月

29
日
。
残
念
な
が
ら
�2
月
４
日
開
業
後
の

青
森
県
内
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

果
た
し
て
青
森
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
新
幹
線
で
冬
の
青
森
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。

あ
べ
・
た
い
き　

１
９
９
３
年
入
社　

２
０
０

８
年
４
月
か
ら
政
経
部
で
新
幹
線
を
担
当

新幹線試乗会でにぎわう青森市の
新青森駅

が
、
新
幹
線
開
業
が
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

実
は
青
森
県
内
の
新
幹

線
開
業
は
２
度
目
。
02

年
の
八
戸
駅
開
業
で
は

郷
土
料
理
の
「
せ
ん
べ

い
汁
」
に
ス
ポ
ッ
ト
が

当
た
り
、
そ
の
後
、
Ｂ

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
３
年

連
続
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

一口メモ　東北新幹線
　20��年3月5日には東北新幹
線に新型車両Ｅ5系「はやぶさ」
がデビューする。
　国内最速の時速300キロ走行
し、東京─新青森間を3時間20
分で結び�3年春には320キロに
までスピードを上げ、同区間
の所要時間を3時間5分に縮め
る。
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れ
る
よ
う
な
旅
館
に
し
た
い
ね
」。
２
人

は
代
替
地
移
転
後
の
旅
館
の
姿
に
つ
い
て

夢
を
語
り
合
っ
て
い
る
。

　

隣
接
す
る
老
舗
旅
館
の
高
田
屋
も
同
様

の
理
由
で
��
月
25
日
に
休
業
。
最
盛
期
に

20
軒
以
上
が
営
業
し
て
い
た
旅
館
は
５
軒

に
な
っ
た
。
７
代
目
の
豊
田
明
美
社
長

（
45
）
は
「
２
０
０
年
を
越
え
る
高
田
屋

の
歴
史
か
ら
見
た
ら
、
休
業
は
一
時
的
な

も
の
。何
年
先
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

落
ち
着
い
た
ら
必
ず
再
建
し
た
い
」
と
誓

っ
て
い
る
。

　

干
上
が
っ
ち
ゃ
う
よ

　
「
温
泉
街
を
ざ
っ
と
見
て
、
そ
の
ま
ま

別
の
所
に
移
動
し
ち
ゃ
う
。
川
原
湯
に
泊

ま
っ
た
り
、
店
に
寄
っ
て
く
れ
る
お
客
さ

　

馬
淵
澄
夫
国
土
交
通
相
が
��
月
６
日
に

八
ツ
場
ダ
ム
の
地
元
、
群
馬
県
長
野
原
町

を
訪
れ
、「（
ダ
ム
）
中
止
の
方
向
性
と
い

う
言
葉
は
使
わ
な
い
」
と
表
明
。
中
止
前

提
方
針
の
撤
回
と
受
け
止
め
た
同
町
の
高

山
欣
也
町
長
は
「
１
年
間
の
よ
ど
み
が
少

し
晴
れ
た
」
と
喜
ん
だ
。

　

意
見
交
換
会
メ
ド
立
た
ず

　

し
か
し
、
そ
の
後
「（
中
止
）
方
針
の

大
転
換
を
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
、

政
府
高
官
や
民
主
党
幹
部
が
相
次
い
で
発

言
。
地
元
に
は
し
ら
け
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
る
。
す
ぐ
に
も
開
か
れ
る
と
思
わ
れ
た

馬
淵
国
交
相
と
地
元
住
民
と
の
意
見
交
換

会
も
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

　

前
原
誠
司
前
国
交
相
が
昨
年
９
月
に
中

止
を
表
明
し
て
以
降
、
本
体
工
事
は
凍
結

さ
れ
た
が
、
道
路
や
代
替
地
整
備
な
ど
の

生
活
再
建
事
業
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。
建

設
中
の
姿
が
十
字
架
の
よ
う
だ
と
注
目
さ

れ
た
不
動
大
橋
（
湖
面
２
号
橋
）
は
橋
げ

た
が
つ
な
が
り
開
通
を
待
つ
ば
か
り
。
高

台
の
代
替
地
に
は
家
屋
が
続
々
と
建
設
さ

れ
、
付
け
替
え
国
道
の
一
部
区
間
が
暫
定

的
に
開
通
し
た
。

　

し
か
し
、
川
原
湯
地
区
や
川
原
畑
地
区

の
人
口
は
�0
年
前
の
３
分
の
１
以
下
に
減

少
。
川
原
湯
温
泉
街
で
は
旅
館
の
休
廃
業

が
相
次
ぐ
な
ど
、
ダ
ム
問
題
の
長
期
化
で

地
域
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

同
温
泉
街
で
最
大
の
収
容
客
数
を
誇
っ

た
老
舗
旅
館
の
柏
屋
。
ダ
ム
中
止
表
明
以

降
、
先
行
き
が
見
通
せ
な
く
な
り
、
十
分

な
設
備
投
資
が
で
き
な
い
と
し
て
４
月
に

旅
館
を
休
業
。
日
帰
り
温
泉
の
み
に
切
り

替
え
た
。

　

旅
館
を
休
業
し
て
も
光
熱
費
や
固
定
資

産
税
な
ど
多
額
の
維
持
費
が
か
か
り
「
貯

金
を
切
り
崩
し
て
し
の
い
で
い
る
の
が
現

状
」
と
豊
田
幹
雄
社
長
（
44
）。
そ
れ
で

も
６
月
に
結
婚
し
た
若
女
将
、
香
織
さ
ん

（
37
）
と
と
も
に
玄
関
先
に
四
季
の
花
を

飾
り
、
笑
顔
で
客
を
迎
え
る
。

　
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
子
ど

も
や
孫
た
ち
と
一
緒
に
、
安
心
し
て
泊
ま

（ ）

八ツ場ダム

漂うしらけムード
長期化で過疎化も進行

■羽鳥　秀介
（上毛新聞社中之条支局長）

群馬・長野原発

ま
は
ご
く
わ
ず
か
」。
川
原
湯
温
泉

街
で
飲
食
店
を
営
む
水
出
耕
一
さ
ん

（
56
）
は
深
い
た
め
息
を
つ
く
。
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
は
に
ぎ
わ
っ
た
が
、
そ

の
後
客
足
は
さ
っ
ぱ
り
。
道
路
の
整

備
状
況
や
旅
館
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
代
替
地
へ
移
転
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
計
っ
て
い
る
が
「
１
人
も
お
客

さ
ん
が
来
な
い
日
も
あ
る
。（
馬
淵

国
交
相
は
）
来
年
の
秋
ま
で
に
検
証

す
る
と
言
っ
て
る
が
、
そ
の
前
に
干

上
が
っ
ち
ゃ
う
よ
」
と
焦
り
を
口
に

す
る
。

　

馬
淵
国
交
相
は
��
月
６
日
、
来
年

は
と
り
・
し
ゅ
う
す
け　

１
９
９
３
年
入
社　

２
０
０
９
年
３
月
か
ら
現
職

一口メモ　個別ダム検証の進め方
　全国83ダムを地方整備局や県など
の事業主体が検証する。ダムなしの
治水策を複数つくり、ダムによる治
水と、コスト、安全性、環境への影
響などの基準で比較。事業の合理性
を総合的に判断する。宅地のかさ上
げや水害保険などはんらんを前提に
した対策も検討。利水面の事業評価
も行う。報告を受けた国交相が最終
的に事業の是非を判断する。

八ツ場ダムの地元、長野原町を視察する馬淵
国交相ら＝11.6秋

ま
で
に
ダ
ム
の
是
非
を
決
め
る
検
証
結

果
を
出
す
と
も
表
明
し
た
。
そ
の
先
に
、

ダ
ム
問
題
か
ら
解
放
さ
れ
た
住
民
の
笑
顔

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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�0
年
程
前　
　
　
　
　
　
　
　
（
旗
を

見
せ
ろ
）
と
い
う
言
葉
が
は
や
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
日
本
の
国
際
貢
献
、
中
で
も
安

全
保
障
分
野
へ
の
参
加
に
不
満
を
持
つ
、

当
時
の
米
政
府
国
務
副
長
官
で
、
今
秋
当

ク
ラ
ブ
で
も
会
見
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・

ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
氏
が
、
言
い
出
し
っ
ぺ
だ

っ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
そ
の
頃
、
イ

ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
テ
ロ
防
止
作

戦
に
伴
う
、
イ
ン
ド
洋
で
の
後
方
支
援
に

自
衛
隊
が
参
加
す
べ
き
か
を
含
め
、
国
連

Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
平
和
維
持
活
動
）
の
枠
か
ら
一

歩
踏
み
出
し
た
、
安
全
保
障
へ
の
貢
献
が

論
議
の
的
に
な
っ
て
い
た
。

　

以
下
は
、
そ
れ
か
ら
更
に
一
昔
さ
か
の

ぼ
り
、
日
本
が
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
に

よ
り
、
目
に
見
え
る
（
旗
が
見
え
る
）
国

際
安
全
保
障
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
て
い

た
時
期
、
い
わ
ば
〝
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
〟
が

実
現
す
る
前
夜
の
体
験
で
あ
る
。

　

１
９
８
９
年
、
昭
和
が
平
成
と
変
わ
っ

て
日
も
浅
い
頃
、
当
時
東
京
の
国
連
広
報

セ
ン
タ
ー
所
長
代
行
で
、
プ
レ
ス
担
当
を

さ
れ
て
い
た
中
村
恭
一
さ
ん
（
元
毎
日
・

現
文
教
大
学
教
授
）
か
ら
、ナ
ミ
ビ
ア
（
旧

南
西
ア
フ
リ
カ
）
で
国
連
が
執
行
す
る
、

独
立
選
挙
の
準
備
状
況
を
取
材
し
な
い
か

と
い
う
お
誘
い
を
受
け
た
。

　

日
本
か
ら
も
選
挙
監
視
団

　

こ
の
選
挙
は
、
長
ら
く
南
隣
り
の
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
（
南
ア
）
の
実
質
支
配
下

に
あ
っ
た
ナ
ミ
ビ
ア
を
、
国
連
管
理
・
国

際
監
視
下
の
民
主
的
選
挙
を
経
て
独
立
に

導
く
た
め
の
も
の
で
、ナ
ミ
ビ
ア
の
首
都
・

ウ
ィ
ン
ト
フ
ク
に
は
、
ア
ハ
テ
ィ
サ
リ
国

連
事
務
総
長
特
別
代
表
（
後
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
大
統
領
）
を
長
と
す
る
、
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｇ
（
国
連
ナ
ミ
ビ
ア
独
立
移
行
支
援
グ
ル

ー
プ
）
の
本
部
が
置
か
れ
、
文
民
部
門
に

は
日
本
か
ら
の
要
員
も
参
加
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
課
題
で
あ
っ
た
自
衛
隊
を
含

む
軍
事
部
門
へ
の
参
加
は
、
こ
の
時
点
で

は
い
ま
だ
実
現
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
取
材

旅
行
へ
の
招
待
は
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
、

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
実
態
を
日
本
国
民
に
伝
え
る
こ

と
に
よ
り
、
自
衛
隊
派
遣
へ
の
地
な
ら
し

を
し
た
い
と
す
る
、
国
連
側
の
意
図
も
込

め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

ナ
ミ
ビ
ア
行
き
に
は
、
報
道
局
外
信
部

か
ら
解
説
委
員
室
に
移
っ
た
ば
か
り
の
私

を
含
む
、
５
社
（
朝
・
毎
・
読
・
共
同
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
）�

の
記
者
と
中
村
さ
ん
が
参
加

し
、
９
月
�0
日
成
田
出
発
、
欧
州
・
南
ア

経
由
で
３
日
目
の
朝
ウ
ィ
ン
ト
フ
ク
に
入

っ
た
。
南
ア
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
空
港
で

は
、
国
連
と
不
仲
の
南
ア
当
局
が
我
々
に

入
国
ビ
ザ
を
出
さ
な
か
っ
た
た
め
、
一
夜

を
空
港
待
合
室
で
明
か
す
羽
目
に
な
っ
た
。

　

当
時
の
ナ
ミ
ビ
ア
は
、
日
本
の
２
倍
強

に
当
た
る
広
い
国
土
に
人
口
約
１
５
０

万
、
大
西
洋
岸
南
部
と
内
陸
東
南
部
は
広

大
な
砂
漠
に
覆
わ
れ
、
産
業
と
い
え
ば
沿

岸
の
漁
業
と
中
北
部
高
原
の
農
牧
に
頼
る

〝
最
貧
国
〟
で
あ
り
、
ウ
ラ
ン
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
、
銅
、
亜
鉛
な
ど
豊
か
な
地
下
資

源
は
、
冷
戦
の
代
理
戦
争
と
言
わ
れ
た
ア

ン
ゴ
ラ
内
戦
な
ど
の
あ
お
り
で
開
発
が
遅

れ
、交
易
の
港
も
南
ア
の
飛
び
地
と
し
て
、

ま
だ
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

　

我
々
は
、
首
都
ウ
ィ
ン
ト
フ
ク
の
Ｐ
Ｋ

Ｏ
本
部
で
ま
ず
ア
ハ
テ
ィ
サ
リ
特
別
代
表

と
会
見
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
現
状
と
選
挙
実
施

の
見
通
し
な
ど
を
聞
い
た
後
、
市
内
や
郊

外
の
黒
人
居
住
区
な
ど
を
取
材
し
た
が
、

私
は
カ
メ
ラ
ク
ル
ー
無
し
の
ビ
デ
オ
携
行

取
材
だ
っ
た
た
め
、
慣
れ
な
い
撮
影
や
貧

し
く
非
衛
生
な
生
活
環
境
に
、
気
疲
れ
し

た
の
を
思
い
出
す
。

　

ナ
ミ
ビ
ア
の
住
民
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド

イ
ツ
、
南
ア
と
長
く
続
い
た
白
人
支
配
の

下
で
差
別
や
搾
取
に
苦
し
ん
だ
だ
け
に
、

独
立
運
動
の
中
核
だ
っ
た
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ

（
南
西
ア
フ
リ
カ
人
民
機
構
＝
翌
年
独
立

後
の
政
権
与
党
）
に
親
近
感
を
持
ち
、
水

道
や
電
気
も
な
い
居
住
区
暮
ら
し
か
ら
、

一
日
も
早
く
脱
出
し
た
い
と
望
ん
で
い
た
。

　

我
々
は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
ア
ン
ゴ
ラ
国

境
に
近
い
、
北
部
の
町
・
オ
シ
ャ
カ
チ
に

も
足
を
伸
ば
し
た
。
眼
下
に
は
草
原
を
移

動
す
る
キ
リ
ン
の
群
れ
や
、
真
っ
白
に
輝

く
塩
湖
な
ど
が
見
え
た
。

　

降
り
立
っ
た
町
で
は
、
選
挙
運
動
の
行

列
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
迎
え
ら
れ
、
風
呂

書いた話　書かなかった話

堀
内　

敏
宏

“
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
”
前
夜

　

ナ
ミ
ビ
ア　

国
連
の
独
立
支
援
活
動
を
見
る

“
Show

�the�flag”
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敷
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
投
票
用
紙
に
吃
驚

し
た
。
オ
シ
ャ
カ
チ
行
き
は
、
こ
こ
か
ら

さ
ら
に
東
の
奥
地
で
選
挙
管
理
に
携
る
日

本
人
の
国
連
要
員
・
島
田
貫
吾
さ
ん
と
会

う
た
め
だ
っ
た
。
す
っ
か
り
日
焼
け
し
た

島
田
さ
ん
は
、
住
民
に
選
挙
の
意
味
や
仕

組
み
を
理
解
さ
せ
る
の
が
大
変
だ
と
語

り
、
こ
の
地
域
か
ら
内
陸
の
大
湿
地
帯
・

オ
カ
バ
ン
ゴ
に
注
ぐ
大
河
の
周
辺
で
は
、

何
人
も
の
子
ど
も
を
含
む
住
民
が
ワ
ニ
の

犠
牲
に
な
る
な
ど
、
危
険
な
環
境
の
中
で

の
仕
事
で
あ
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
た
。

　

ち
な
み
に
島
田
さ
ん
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
人
権
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
ナ
ミ
ビ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
の

男
性
職
員
は
、
着
任
後
任
地
に
向
か
う
途

中
、
交
通
事
故
で
殉
職
し
て
お
り
、
島
田

一
時
的
に
せ
よ
国
際
政
治
の
表
舞
台
に
復

帰
し
、
冷
戦
後
世
界
の
安
定
を
か
け
た
Ｐ

Ｋ
Ｏ
活
動
が
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
た
。

　

国
際
貢
献　

旗
は
見
え
た
か

　

日
本
で
も
そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
・
世
論

の
影
響
も
あ
っ
て
か
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
な
ど

が
成
立
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
と
再
生
の

た
め
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
＝
国
連
カ

ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
＝
事
務
総
長
特

別
代
表
は
明
石
康
氏
）
に
、
初
め
て
自
衛

隊
の
部
隊
派
遣
を
実
現
す
る
な
ど
、
次
第

に
存
在
感
を
高
め
て
い
っ
た
。
当
時
、
外

務
省
で
こ
れ
ら
の
法
整
備
に
奔
走
さ
れ
た

の
が
、
高
須
幸
雄
国
連
政
策
課
長
で
、
つ

い
先
頃
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
日
本

代
表
部
の
首
席
大
使
を
務
め
ら
れ
た
。

　

自
衛
隊
派
遣
を
含
む
日
本
の
国
際
貢
献

は
、
そ
の
後
Ｐ
Ｋ
Ｏ
以
外
に
災
害
救
助
や

難
民
支
援
な
ど
の
国
際
緊
急
援
助
、
さ
ら

に
は
国
連
が
直
接
に
は
関
与
し
な
い
、
有

志
連
合
（
多
国
籍
軍
）
の
後
方
支
援
に
も

間
口
を
拡
げ
て
来
た
。

　

そ
れ
で
も
、
冒
頭
で
触
れ
た
〝
旗
を
見

せ
ろ
〟
と
い
う
外
圧
が
消
え
た
と
は
言
え

な
い
。
そ
の
陰
に
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

経
済
停
滞
と
財
政
難
で
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

が
90
年
代
の
世
界
第
１
位
か
ら
、
現
在
第

５
位
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
人
道
支
援
と
航
空
支

援
が
終
わ
り
、
イ
ン
ド
洋
で
国
際
テ
ロ
の

封
じ
込
め
作
戦
に
従
事
す
る
有
志
連
合
艦

船
へ
の
、
燃
料
補
給
業
務
か
ら
も
撤
退
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
存
在
感
が

か
え
っ
て
薄
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
後
、
現
政
権
は
イ
ン

ド
洋
で
の
補
給
活
動
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
へ
の
民
生
支
援
に
切
り
替
え
、
向
こ
う

５
年
間
に
50
億
ド
ル
を
拠
出
す
る
と
い
う

が
、
具
体
策
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。

こ
う
し
て
、
日
本
の
安
全
保
障
貢
献
が
目

立
た
な
く
な
る
中
、
日
米
同
盟
に
は
隙
間

風
が
吹
き
、
中
国
の
対
日
揺
さ
ぶ
り
が
激

し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

中
国
は
、
南
シ
ナ
海
に
つ
い
で
東
シ
ナ

海
の
制
覇
を
目
指
し
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ

っ
て
一
段
と
攻
勢
に
出
た
ほ
か
、
イ
ン
ド

洋
に
も
覇
権
拡
大
の
意
図
を
う
か
が
わ
せ
、

中
東
か
ら
の
日
本
へ
の
原
油
輸
送
ル
ー
ト

す
ら
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
。

　

現
政
権
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
客
観

的
に
見
詰
め
、
国
際
安
全
保
障
へ
の
貢
献

は
一
見
遠
回
り
で
も
、〝
旗
を
見
せ
る
〟

こ
と
で
日
本
へ
の
認
識
と
信
頼
・
親
近
感

を
深
め
、
国
際
政
治
・
外
交
の
味
方
を
増

や
し
て
、
日
本
の
国
益
に
つ
な
が
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
す
る
よ
う
強
く
望
み
た
い
。

書いた話　書かなかった話

ほ
り
う
ち
・
と
し
ひ
ろ
会
員　

１
９
３
７

年
生
ま
れ　

60
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局　

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
特
派
員　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
支
局
長　

外
信
部
長　

解
説
委
員
な
ど　

94
年
退
局

後　

小
平
市
教
育
委
員
長
を
務
め
た

さ
ん
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
任
後
、
交
通

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
と
聞
く
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

　

ウ
ィ
ン
ト
フ
ク
最
後
の
夜
は
、
一
同
そ

ろ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
野
牛
ス
テ
ー
キ
と

南
ア
ワ
イ
ン
の
デ
ィ
ナ
ー
を
味
わ
っ
た
が
、

店
の
入
り
口
に
は
南
ア
支
配
の
名
残
を
示

す
、
人
種
隔
離
の
表
示
が
残
っ
て
い
た
。

　

１
週
間
余
の
ナ
ミ
ビ
ア
取
材
を
終
え
た

我
々
は
再
び
欧
州
に
飛
び
、
そ
こ
で
三
手

に
分
か
れ
た
あ
と
再
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

合
流
し
、
国
連
の
取
材
に
当
た
っ
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
経
由
で
入
っ
た
私
は
、
国
連

本
部
で
当
時
の
デ
ク
エ
ヤ
ル
事
務
総
長

（
後
の
ペ
ル
ー
首
相
・
外
相
）
に
、
今
で

言
う
カ
メ
ラ
つ
き
の
ぶ
ら
下
が
り
取
材
を

し
「
３
つ
質
問
す
る
が
…
」
と
前
置
き
し

て
、
地
元
記
者
団
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
を
浴

び
つ
つ
も
「
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
拡
大
を

期
待
す
る
」
な
ど
の
答
え
を
得
た
。

　

取
材
の
段
取
り
を
し
て
く
れ
た
女
性
報

道
官
は
、後
に
イ
ラ
ク
に
赴
任
し
国
連
事
務

所
の
爆
破
テ
ロ
に
あ
っ
て
殉
職
し
て
い
る
。

国
際
貢
献
の
犠
牲
者
は
、
国
籍
、
男
女
、

軍
民
を
問
わ
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

一
方
、
ベ
ル
リ
ン
経
由
で
米
国
入
り
し

た
仲
間
は
、
そ
の
１
月
余
り
後
、
東
西
民

衆
の
手
で
破
壊
さ
れ
て
、〝
冷
戦
に
終
止

符
を
打
っ
た
〟
ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
、
崩
壊

直
前
に
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
冷

戦
終
結
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
国
連
は

アハティサリ特別代表（左奥）のブリーフィング
1989.9.12
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ま
さ
か
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
の
亭

主
だ
っ
た
男
が
展
望
風
呂
に
一
人
で
入

っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。〝
大

リ
ー
グ
の
至
宝
〟
と
い
わ
れ
た
ジ
ョ

ー
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
と
の
初
め
て
の
対
面

だ
っ
た
。
１
９
７
０
年
代
半
ば
の
春
２

月
。
４
０
０
勝
投
手
の
金
田
正
一
監
督

率
い
る
ロ
ッ
テ
・
オ
リ
オ
ン
ズ
（
現
マ

リ
ー
ン
ズ
）
が
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
鹿
児

島
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
あ
の
山
は
な
ん
と
い
う
の
か
」
と

デ
ィ
マ
ジ
オ
。
う
す
煙
を
吐
く
雄
大
な

桜
島
を
教
え
た
。
午
後
３
時
ご
ろ
、
ホ

こ
と
だ
が
…
」
と
切
り
出
し
た
ら
「
そ

う
く
る
と
思
っ
た
よ
」
と
笑
っ
て
か
わ

さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
喘
息
の
た
め
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
気
候
の
い
い
フ
ロ

リ
ダ
に
移
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
の
ど
飴
を
売
店
で
買

っ
て
渡
し
た
。
喜
ん
で
１
つ
口
に
入
れ

る
と
「
グ
ッ
ド
」。

　

翌
朝
、
デ
ィ
マ
ジ
オ
か
ら
自
宅
に
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
。「
こ
れ
か
ら
君

の
会
社
に
行
く
よ
。
そ
こ
で
会
お
う
」。

さ
す
が
に
び
っ
く
り
し
た
。
そ
こ
で
用

意
し
た
の
が
デ
ィ
マ
ジ
オ
の
自
伝
洋
書

本
（
化
粧
箱
入
り
）
と
硬
式
ボ
ー
ル
、

写
真
。
こ
の
３
点
セ
ッ
ト
に
サ
イ
ン
を

し
て
も
ら
っ
た
。
彼
は
サ
イ
ン
を
し
な

い
こ
と
で
も
有
名
な
の
だ
が
、
快
く
書

い
て
く
れ
た
。
飴
が
よ
ほ
ど
う
れ
し
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
デ
ィ
マ
ジ
オ
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
最
後
の
日
本
人
記
者
は

オ
レ
だ
、
と
密
か
に
思
っ
て
い
る
。

私
が
会
っ
た
あ
の
人　
ス
ポ
ー
ツ
編
⑫

リレーエッセー

モンローを最後まで
　愛した孤高の人

▼菅谷　齊

新婚旅行で日本に立ち寄った２人　ファンが殺到し
飛行機の非常口から脱出する騒動となった

1954.2.1　羽田空港　共同通信社提供

ジョー・ディマジオ

る
。
4�
年
に
は
不
滅
の
56
試
合
連
続
安
打

を
記
録
。
桁
外
れ
の
実
績
か
ら
「
孤
高
の

人
」
と
い
わ
れ
た
。
引
退
後
も
政
府
主
催

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
政
府
専
用
機
が
送
迎

し
、
ロ
シ
ア
の
大
統
領
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が

サ
イ
ン
を
求
め
て
く
る
な
ど
、
そ
の
存
在

は
超
一
流
だ
っ
た
。

　

モ
ン
ロ
ー
と
の
新
婚
旅
行
は
日
本
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
９
カ
月
で
離
婚
。
き
っ
か

け
は
映
画
「
７
年
目
の
浮
気
」
に
あ
っ

た
。
地
下
鉄
の
送
風
口
の
上
で
モ
ン
ロ
ー

の
ス
カ
ー
ト
が
舞
い
上
が
る
有
名
な
シ
ー

ン
の
撮
影
を
デ
ィ
マ
ジ
オ
が
目
撃
。
デ
ィ

マ
ジ
オ
は
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
で
野
球
場

テ
ル
の
最
上
階
。
時
間
は
午
後
３
時
ご
ろ

の
真
っ
昼
間
。「
部
屋
の
バ
ス
は
使
わ
な

い
の
か
」
と
尋
ね
る
と
「
狭
す
ぎ
る
ん
だ

よ
」
と
言
っ
て
笑
っ
た
。
日
米
の
野
球
の

話
を
し
た
の
だ
が
、
背
中
を
流
し
ま
し
ょ

う
か
、
と
は
つ
い
に
言
え
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
一
瞬
と
は
い
え〝
裸
の
付
き
合
い
〟

で
あ
る
。
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
移
民
の
漁
師
を
父
に
持
つ
デ

ィ
マ
ジ
オ
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
打
者
と
し
て

活
躍
。
兵
役
３
年
を
除
き
�3
年
間
で
首
位

打
者
、
本
塁
打
王
、
打
点
王
は
各
２
度
、

Ｍ
Ｖ
Ｐ
３
回
。
す
ご
い
の
は
�0
度
も
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
に
出
場
し
た
こ
と
で
あ

に
通
う
紳
士
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い

た
だ
け
に
、
妻
の
あ
ら
れ
も
な
い
姿

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
モ
ン
ロ
ー
の
葬
儀
を
取
り

仕
切
り
、
墓
に
い
つ
も
赤
い
バ
ラ
を

供
え
た
。

　

十
数
年
後
、
デ
ィ
マ
ジ
オ
の
ロ
ン

グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
成
功
し
た
。
私

が
勤
務
し
た
共
同
通
信
の
「
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
」
と
い
う
企
画
で
、
浦
安
市

舞
浜
の
ホ
テ
ル
で
会
っ
た
。
実
は
、

デ
ィ
マ
ジ
オ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま

ず
受
け
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た

の
だ
が
、
こ
こ
で
展
望
風
呂
の
縁
が

生
き
た
。
最
後
に
「
マ
リ
リ
ン
と
の

（
す
が
や
・
ひ
と
し

元
共
同
通
信
運
動

部
）

「
私
が
会
っ
た
人
」
シ
リ
ー
ズ
の
〝
ス
ポ
ー

ツ
編
〟
は
今
号
で
終
了
し
ま
す
。
明
年
１

月
号
か
ら
は
同
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
「
私
が

会
っ
た
〝
若
き
日
の
〟
○
○
さ
ん
」
を
始

め
ま
す
。
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１
９
７
８
年
に
�5
歳
で
国
費
留
学
生
と
し

て
来
日
。
１
年
半
の
日
本
語
研
修
後
、
東
京

学
芸
大
附
属
高
校
、
横
浜
国
大
・
同
大
学
院

経
済
学
部
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
、
タ
イ
外
務

省
に
入
省
。
今
回
は
４
年
ぶ
り
２
度
目
の
東

京
勤
務
に
な
る
。９
月
か
ら
特
別
賛
助
会
員
。

　

日
本
の
内
政
と
二
国
間
の
経
済
関
係
を
担

当
し
て
い
る
が
、
最
近
は
日
本
の
話
よ
り
タ

イ
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
切
り
出
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
、と
い
う
。
早
速
、そ
の
質
問
を
。

　
「
最
近
の
反
政
府
運
動
は
、
ネ
ッ
ト
を
使

い
、海
外
か
ら
も
迅
速
に
動
員
で
き
る
。
そ

の
た
め
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
政
権
崩
壊
後
、

暫
定
軍
事
政
権
が
で
き
、新
憲
法
を
つ
く
り
、

文
民
政
権
に
引
き
継
ぎ
、
事
態
が
沈
静
化
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
反
政

府
派
は
貧
富
の
格
差
問
題
を
う
ま
く
と
り
あ

げ
、
地
方
の
人
を
煽
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ン
政
権
が
こ
の
問
題
に

取
り
組
ん
だ
の
は
評
価
さ
れ
る
と
は
思
う
が
」

　

政
治
情
勢
と
は
関
係
な
く
、
タ
イ
は
日
系

企
業
の
一
大
拠
点
と
し
て
重
要
度
を
増
す
。

最
近
の
日
本
の
報
道
は
タ
イ
の
産
業
を
ほ
め

す
ぎ
の
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
、
と
指
摘
す

る
。「
一
部
の
企
業
を
除
き
、外
国
か
ら
技
術

を
導
入
し
、
組
み
立
て
る
の
が
産
業
の
中
心

を
な
す
。
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
独
自
開
発
す
る

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
は
ま
だ
達
し
て
い
な
い
」

　

長
男
は
都
立
高
校
に
、
次
男
は
都
内
の
区

立
中
学
に
通
う
。
自
分
よ
り
も
日
本
語
が
う

ま
く
な
っ
た
と
、
流
暢
な
日
本
語
で
う
れ
し

そ
う
に
話
し
た
。�

（
石
川
）

15歳で日本語留学

また日本に
　帰ってきました

シ
ン
ト
ン・ラ
ー
ピ
セ
ー
ト
パ
ン
さ
ん

タ
イ
大
使
館
公
使

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
中

　

現
在
、
事
務
局
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
お
披
露
目
の
予
定
で
す
。

　

最
も
大
き
く
変
わ
る
の
は
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
で
す
。
い
ま
や
ク
ラ
ブ
の
情
報
発
信
の

柱
と
な
っ
た
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」の
最
新
動
画
を
ト
ッ

プ
に
置
き
、一
般
の
人
に
と
っ
て
も
魅
力
あ

る
装
い
に
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
員
の
方

の
利
便
性
を
あ
げ
る
工
夫
も
こ
ら
し
ま
す
。

　

目
玉
は
「
会
見
カ
レ
ン
ダ
ー
」。
開
催

予
定
や
行
わ
れ
た
会
見
を
カ
レ
ン
ダ
ー
形

式
で
表
示
し
、
参
加
申
込
も
ネ
ッ
ト
上
か

ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
会

見
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
、
検
索
や

記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
ま
す
。

●
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
切
り
抜
き

　

師
走
に
な
る
と
、
机
の
か
た
わ
ら
に
積

ん
だ
新
聞
の
切
り
抜
き
を
一
枚
一
枚
、
あ

あ
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
と
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
め
く
る
よ
う
に
一
瞥
し
て
、

申
し
わ
け
な
い
が
屑
籠
へ
処
分
す
る　

▼

そ
の
な
か
で
、
ザ
・
コ
ラ
ム
「
ス
ピ
ー
ド

と
便
利
さ
の
わ
な
」
は
、
引
き
出
し
で
越

年
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
朝
日
の
外
岡
秀

俊
編
集
委
員
が
７
月
2�
日
の
朝
刊
に
書
い

た
も
の
だ
。
テ
ー
マ
は
デ
ジ
タ
ル
化
だ　

▼
あ
れ
ほ
ど
日
本
代
表
の
活
躍
に
わ
い
た

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
も
、
固
唾
を
の
ん
で
見
守

っ
た
参
院
選
開
票
も
遠
い
日
の
よ
う
に
思

え
る
、
と
書
き
出
す
。
以
前
は
遠
い
昔
の

こ
と
を
「
つ
い
昨
日
」
の
よ
う
に
思
い
起

こ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
記
憶
の
保
持

力
や
喚
起
力
が
衰
え
、
昨
日
の
こ
と
を
つ

い
忘
れ
る
ほ
ど
忘
却
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速

し
て
い
る
、
と
続
く　

▼
そ
ん
な
思
い
の

記
者
が
、
電
子
書
籍
元
年
と
い
わ
れ
た
東

京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
足
を
運
ぶ
。
そ

の
報
告
の
後
、
二
人
の
人
物
の
コ
メ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
る
。
一
人
は
書
家
の
石
川

九
楊
氏
で
、
こ
ん
な
具
合
だ　

▼
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
っ
て
、
仮
想
の
裏
社
会
が
、
現

実
の
表
社
会
に
な
っ
て
い
く
よ
う
だ
／
い

ま
起
き
て
い
る
こ
と
の
本
質
は
通
信
の
異

様
な
発
達
。
文
化
を
創
造
す
る
と
い
う
生

産
行
為
に
は
、
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
／

書
物
は
書
き
手
が
無
意
識
の
領
域
か
ら
、

必
死
で
新
し
い
言
葉
を
汲
み
上
げ
て
き
た

歴
史
の
累
積
だ
／
チ
ャ
ッ
ト
は
お
し
ゃ
べ

り
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
つ
ぶ
や
き
。
言
葉
を

生
む
行
為
を
軽
視
し
、
通
信
だ
け
が
異
常

に
特
化
し
た
結
果
だ
。
電
子
書
籍
は
個
人

で
も
出
版
で
き
る
が
、
編
集
や
校
閲
と
い

う
自
制
も
な
く
、
私
的
な
言
葉
を
垂
れ
流

す
だ
け
だ
／
言
葉
は
本
の
手
触
り
や
質
感

に
根
差
し
、
色
や
に
お
い
を
引
き
連
れ
て

立
ち
上
が
る
。
ツ
ル
ツ
ル
の
触
感
し
か
な

い
端
末
で
は
、
情
報
は
伝
わ
っ
て
も
言
葉

は
立
ち
上
が
る
ま
い　

▼
そ
し
て
最
後

に
、
消
え
る
本
は
要
ら
な
い
。
た
ま
た
ま

書
物
の
形
態
を
と
っ
た
だ
け
の
本
が
多
す

ぎ
た
─
─
と
述
べ
、
本
物
な
ら
紙
の
本
は

残
る
、
と
。
紙
の
新
聞
も
そ
う
あ
っ
て
ほ

し
い　

▼
二
人
目
の
東
大
の
西
垣
通
教
授

は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

に
は
、
無
料
で
人
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
衆
知
を
結
集
し
て
社
会
に
役
立
た
せ

る
と
い
う
理
想
主
義
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

現
実
に
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
／
ネ
ッ

ト
の
民
意
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
刻
々
と

変
わ
る
最
大
瞬
間
風
速
に
す
ぎ
な
い
。

人
々
は
い
つ
も
主
体
的
に
選
択
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

そ
れ
を
『
民
主
主
義
』
と
標
榜
す
る
の
は
、

危
う
い
、
と
。�

（
玄
）
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情報発信

　クラブ施設では会員による各種の会合が行われていま
す。企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてク
ラブを利用しています。

■ポーランド環境相会見
　COP�0（生物多様性条約第�0回締約国会議）に出席
のため来日した、ポーランドのクラシェフスキ環境相が
記者会見を行った（特別賛助会員のポーランド大使館主
催）。埋蔵量の多いとされるシェールガスについては、
調査を進めており、3年後にはその量を確認できるだろ
うと語った。会見後、ポーランドの気候変動防止政策に
関するビジネスセミナーも開かれた。（��.��　大会議室）
■民放東京支社に働く女性の集い
　年に�回開かれる民放で働く女性の集いで、今回が27
回目。テーマを「私たちが今、知っておくべき沖縄の本
音」とし、佐古忠彦・TBSテレビアナウンサー・記者、
嘉手納央揮・琉球放送記者の基調講演、対談などが行わ
れた。（��.�6　�0Fホール）
■日本映画記者会総会
　朝日、毎日、読売、日経、産経、東京、夕刊フジ、共
同、時事、NHKで構成する映画担当記者会の総会が行
われた。（��.��3　宴会場）
■日本新聞協会地域貢献大賞表彰式
　日本新聞協会が、新聞販売所や従業員個人が各地域で
行っている貢献活動のうち、特に顕著な功績のあったも
のを表彰している。今年の大賞は、�974年からミニコミ
紙を発行し続けている、兵庫県上郡町の山本新聞店・山
本良平所長に贈られた。詳細は協会のサイトhttp://
www .p r e s s n e t . o r . j p / ab ou t / c ommenda t i o n /
chiikikouken/index.htmlで。（��.��8　�0Fホール）
■辺真一氏の北朝鮮分析
　未来をひらく日本委員会（尾畑雅美会長�http://www.
nihoniinkai.com/）で、辺真一・コリアレポート編集長
が講演した。金正恩氏の後継に向けて動き出した北朝鮮
情勢の分析・展望について話した。（��.��8　�0Fホール）
■中国の軍事力
　アジア問題懇話会で、中国軍事専門家の平松茂雄氏が
講演した。（��.�20　宴会場）
■手嶋龍一氏講演
　日本英語交流連盟（松平恒忠会長�http://www.esuj.
gr.jp/）で、ジャーナリストの手嶋龍一氏（元NHKワシ
ントン支局長）が「混沌の世界、日本の行方」のテーマ
で講演した。（��.�24　�0Fホール）
■パレスチナ首相講演
　首相として初来日したパレスチナ自治政府のファイヤ
ード首相が講演した（主催=中東調査会）。イスラエル
政府が入植地での住宅建設を続ける限り、二国家共存構

想は実現不可能になるとして、建設凍結を強く求めた。
イスラエルの残りものをもらい受け、国家の条件を満た
さないような形でパレスチナ国家を樹立する考えはな
い、とも語った。（��.�25　�0Fホール）
■放送人政治懇話会
　以下のようにゲストを招いた。大塚耕平・民主党広報
委員長（��.��0）、山口壮・民主党政調筆頭副会長（��.�
�7）、高山智司・民主党国対筆頭副委員長（��.�24）。

▼池
いけ だ

田　信
のぶお

男
　�970年日本経済新聞入社。政治部、経
済部、ブリュッセル特派員、英文日経編集
長、製作統括本部長などを経て日経編
集制作センター社長。現在、同社顧問。

　世の中がますます不透明になっている時代。これ
からもナマの情報をじっくり見ていければ、と思っ
ています。

▼塩
しおや

谷　喜
よしお

雄
　�972年日本経済新聞入社。科学技術
部次長、筑波支局長、科学技術部編集
委員、論説委員など。

　科学や技術は安直に富を生む打ち出の小槌で、環
境は天賦の無尽蔵な資源という、前世紀の遺物が未
だ幅をきかす日本の先行きを、もう少し見つめたい
と思います。

▼土
つちや

屋　繁
しげる

　
　�969年毎日新聞入社。社会部、政治
部、政治部編集委員など。2009年から
�0年まで、中国･維坊学院大学副教授。

　中国での大学教師体験を踏まえて、日本メディア
における「中国報道」を考察するとともに、日中両
国間の友好増進に努めたいと思っています。

▼栩
とちぎ

木　誠
まこと

　
　�970年日本経済新聞入社。テヘラン
特派員、商品部次長、金融部次長、日
経アドレ編集長、日経ウーマン編集長、
経済解説部編集委員など。

　40年半にわたり第一線での記者生活を送ってき
ましたが、「生涯一ジャーナリスト」として活動を
続けていきたいと思います。

▼花
はなだ

田　攻
おさむ

　�972年共同通信入社。内政部長兼論
説委員、業務局次長兼企画部長、KK共
同取締役事業本部長、同取締役情報企
画本部長など。

　「歩いて日本を元気に」をスローガンに全市町村
でのウオーキング大会開催を進めている。都市と地
方の交流を深め地域活性化に役立てたい。

▼村
むらた

田　泰
やすお

夫
　�969年朝日新聞入社。経済部次長、
ウィークエンド経済編集長、論説委員、
編集委員（いずれも財政、農政、環境
担当）など。

　朝日新聞社で経済分野を担当、特に農業・環境問
題にかかわってきました。現在は農政問題のジャー
ナリストとして活動しています。　

新しいＯＢ会員
●賛助会員の会を開催　11月４日
「日本の政治は良くなるか─民主党政権の行方」

　主要各社のベテ
ラン記者などとの
懇談の機会をつく
ってほしい──賛
助会員の要望で始
まった「賛助会員
の会」の��回目。
今回は田﨑史郎・
時事通信解説委員
を講師に行われ

た。クラブの企画委員でもある田﨑氏はオフレコで政治
家の素顔なども交えて、衆参ねじれ国会の舞台裏や菅政
権の行方を語った。　参加者�5社32人

http://www.pressnet.or.jp/about/commendation/chiikikouken/index.html
http://www.pressnet.or.jp/about/commendation/chiikikouken/index.html
http://www.pressnet.or.jp/about/commendation/chiikikouken/index.html
http://www.nihoniinkai.com/
http://www.nihoniinkai.com/
http://www.esuj.gr.jp/
http://www.esuj.gr.jp/
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　行事予定（�2/3現在）
�2月�7日（金）�7：00〜�7：45（�0階ホール）

天野之弥　IAEA事務局長
▼2011年経済見通し研究会　
１月�2日（水）�5：00〜�6：30（�0階ホール）

ロバート・フェルドマン　モルガン・ス
タンレーMUFG証券　チーフアナリスト

１月�4日（金）�5：00〜�6：30（�0階ホール）
関志雄野村資本市場研究所　シニアフェロー

１月28日（金）�5：00〜�6：30（�0階ホール）
岩田一政日本経済研究センター理事長

１月3�日（月）�5：00〜�6：30（�0階ホール）
斉藤惇　東京証券取引所グループ取締役
兼代表執行役社長　

ホームページの「会見カレンダー」で、日時の変更なども
含め、最新のクラブ行事をお知らせしています。

　クラブの電話　ダイヤルイン

　バー、レストラン、宴会

和食レストラン（９階）
３５０３−２７２３

洋食レストラン（�0階）
３５０３−２７６６

貸室予約、宴会打ち合わせ
３５０３−２７２４

受　付
３５０３−２７２１

会員事務
� ３５０３−２７２５
経　理　　　
� ３５０３−２７２８
クラブ行事への申し込み
� ３５０３−２７２２

会見申し込みアドレス
� kaiken@jnpc.or.jp

ブルー・ローズ　今月は射手座
をイメージしました。ドライジン
をベースにグレープフルーツジュ

ース、バイオレットリキュールを加えた香
り豊かなカクテルです（630円）。

師走懐石　�2/24（金）まで
　先付：鱈白子、前菜：合鴨ロース煮など、椀：
清汁仕立て：刺身：３点盛り、焼物：鰤照焼き、

煮物：百合根饅頭、揚物：海老慈姑揚げ、食事：温稲庭
うどん、季節の果物、グラス冷酒付き（5,250円）。
ふぐ特別コース　2/25（金）まで
　先付：ふぐ煮こごりほか、刺身：ふぐ刺し、焼物：鰤
照焼、揚物：ふぐ唐揚げ、ふぐ鍋、食事：ふぐ雑炊、甘
味：抹茶アイスクリーム（5,775円）。必ず事前予約をお
願います。� （板長　渡邉実）

カニづくしコース　�2/27（月）まで
　クラブミートカクテル、ズワイ蟹の唐揚げ
サラダ添え、特棒タラバ蟹のグリル＆蟹と野

菜のトマト風味リゾット、ゆずシャーベツト、パン、コ
ーヒー（2,980円）� （シェフ　黒須修一）

　予約電話　和食3503-2723　洋食3503-2766

ＨＰ http://www.jnpc.or.jp/

資料室　「会見速記録」：11月の新規掲載

●米倉弘昌経団連会長昼食会スピーチ（��.�5）●島
内憲前ブラジル大使「24時間の長旅に耐えてでも、
一度訪問すればわかるその潜在力」（�0.��8）●佐藤
陽一　Googleブックス担当マネージャー「Googleの
電子書籍とは」（9.��3）●成田憲彦駿河台大学学長・元
細川護煕首相秘書官「国民福祉税構想の経緯」（8.��9）�

会報委員会
委員長＝住田良能
委　員＝大谷　徹　大寺廣幸　小西美和子　近藤憲明
　　　　菅谷　齊　富田　恵　羽原清雅　　堀　徹男
　　　　渡辺雅明
事務局＝長谷川和子　　本庄五月
（電　話　03−3503−2752　FAX　03−3503−727�）

＜会員現況＞法人会員��32社　基本会員�752人
個人会員��,480人　法人・個人賛助会員�69社��76人
特別賛助会員�83人　名誉・功労会員�9人
� 計20�社�2,500人

◆日経ホール　新春ジャズスペシャル　日本ジャズ協
会2�のメンバーらが、ゲストボーカルに森サカエ、ナ
オミ・グレースらを迎え、テネシーワルツなど定番ジ
ャズナンバーを演奏します。
�/�3（木）�8時半開演（5,000円）問い合わせ：03-3943-7066
� http://www.nikkei-hall.com/
◆サントリーホール　ニューイヤーコンサート2011
　恒例のウィーンの演奏家によるお正月コンサート。
今年はオペレッタの殿堂、ウィーン・フォルクスオーパ
ー交響楽団がアリアやウィンナワルツなどを奏でます。
�/�、2、3��いずれも�4時開演（5,000円から）問い合わせ：
03-3584-9999� http://www.suntory.co.jp/suntoryhall/
◆王子ホール　能と狂言　雙ノ会　能と狂言の謡の世
界を楽しむ会です。能の名曲「井筒」ほか、恋の妄執
を描く「鉄輪」を題材に、能と狂言の舞いくらべもお
楽しみいただけます。
�/25（火）�3時半開演（2,500円）問い合わせ：03-3567-9990
� http://www.ojihall.jp/

　会員名簿をお届けしました
　今年も��月�日付での「会員名簿」を作成し、�2月初
旬に発送しました。まだお手元に届いていない方、届い
た名簿に乱丁などの不備があった方は事務局の斎藤
（03-3503-2725）へご連絡ください。

会員社のホールで開催されるイベント情報です

　1月18日に新年会員懇親会
　恒例の新年互礼会員懇親会を�月�8日（火）午後6時から
�0階ホールで開催します。今回初めての試みとして、法
人賛助会員各社の社長や特別賛助会員になっている大使
館の大使なども招き、会員とともに新年を祝っていただ
きます。
　今年の予想アンケートの結果発表と来年の投票、お楽
しみの福引きは例年通り行います。多数の参加をお待ち
しています。

　法人賛助会員として共同ピーアールが入会
　メディア・リレーションズを中心とした広報活動の支
援、コンサルティング業務などを行っている共同ピーア
ール株式会社が法人賛助会員として�2月から入会しまし
た。登録会員は下記のお二人です。
大橋　栄　代表取締役社長
木村忠久　取締役

　年末年始の閉室のお知らせ
和食・洋食レストラン：�2月28日（火）の昼まで。
事務局、ラウンジ：�2月28日（火）の午後3時まで。
新年は�月4日（火）から事務局、ラウンジ、洋食レストラ
ンとも通常通りオープンします。和食レストランは昼の
みの営業といたします。5日からは通常通り、昼・夜と
も営業いたします。

＜訃報＞
　藤原和彦会員（読売新聞出身　67歳）が��月�9日に、
山田年栄会員（日本新聞協会出身　87歳）が��月22日に
死去されました。謹んでお悔やみ申しあげます。

http://www.nikkei-hall.com/
http://www.suntory.co.jp/suntoryhall/
http://www.ojihall.jp/
http://www.jnpc.or.jp/
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こ
れ
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
（
��
月
26
日
夜
の
問
責
可

決
）
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
と
き
─
で
は
な
い
。
そ
れ

よ
り
前
の
��
月
�7
日
、
参
院
予
算
委
の
前
田
武
志
委

員
長
か
ら
、こ
と
も
あ
ろ
う
に
「
仙
谷
総
理
大
臣
！
」

と
呼
ば
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
顔
で
あ
る
。

　

お
い
お
い
委
員
長
、
お
ち
ょ
く
る
の
も
い
い
加
減

に
し
て
く
れ
よ
。
そ
う
で
な
く
て
も
俺
は
、
出
し
ゃ

ば
り
、
居
直
り
、
は
ぐ
ら
か
し
な
ど
と
ヤ
ジ
を
浴
び

て
い
る
ん
だ
─
と
で
も
こ
ぼ
し
て
い
る
心
境
だ
ろ
う

か
、
こ
の
厳
し
い
表
情
は
。

　

こ
の
人
の
失
言
・
暴
言
、
迷
言
は
枚
挙
に
い
と
ま

な
し
だ
が
、「
暴
力
装
置
で
も
あ
る
自
衛
隊
」
と
い

う
妄
言
に
は
唖
然
と
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は

戦
後
日
本
の
左
翼
用
語
の
典
型
だ
っ
た
か
ら
。

　

ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

使
用
は
と
も
か
く
、
ロ
シ
ア
の
革
命
家
レ
ー
ニ
ン
は

「
国
家
は
特
殊
な
権
力
組
織
で
あ
り
、
あ
る
階
級
を

抑
圧
す
る
た
め
の
暴
力
組
織
で
あ
る
」（『
国
家
と
革

命
』
岩
波
文
庫
）
な
ど
と
。
そ
れ
を
１
９
６
０
年
代

の
左
翼
活
動
家
は
常
套
句
に
使
っ
た
。

　

仙
谷
さ
ん
の
発
言
は
、
う
っ
か
り
ミ
ス
と
か
言
い

間
違
い
の
た
ぐ
い
で
は
な
い
。「
夢む

び寐
に
も
忘
れ
ら

れ
な
い
」
と
い
う
や
つ
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
つ
い
口

に
出
た
。

　

こ
の
人
は
ま
だ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
船
酔
い
状
態
か

ら
抜
け
で
て
い
な
い
。
生
理
的
リ
ズ
ム
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
い
る
の
だ
。

　

雀
百
ま
で
踊
り
忘
れ
ず
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
怖
い
。

（
石
井　

英
夫
）
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真 

回 

廊

撮
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長
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���　
　
　

�　

）

お
さ
だ
・
え
い
さ
く

共
同
通
信
社
写
真
部

●
Ｄ
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い
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